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一　私のご主人様






「ここに二人が夫婦であることを証明する」

　今日私は、十八歳の誕生日を迎え晴れて成人となった。そしてずっと好きだった人と結婚をした。

　わけもわからぬままに婚姻の儀の準備をさせられ、そのまま結婚証明書に名前を書き、そのままあれよあれよと体を磨かれて、私は今、長年勤めていたお屋敷にあるずっと使われていなかった夫婦用の寝室にいる。初夜用のものであろう上質で少し透けているネグリジェを身にまとっている。その上に羽織っていたガウンは適当に畳まれてカウチの背もたれに置かれていた。

　夫となったのは、今まさに私を押し倒している御方、クロード＝ヴァレンス伯爵。「ヴァレンスの紺碧」と呼ばれる原色の青のような深い色合いを持つ瞳が黒髪の隙間から見えている。その瞳の奥にはドロリとした甘くも少しゾクリとする情欲が含まれていて、ただまっすぐに私を見据えていた。

　羞恥と混乱で固まってしまっている私の体にそっと手が添えられると、面白いくらいにビクッと反応する私を見て、クスッと艶美に微笑んだ。

「悪いようにはしないから怖がるな」

　瞳と同じように艶があるが男らしい声を私に落としながら、唇を食むように僅かに口を開きながら美麗な顔が私と重なった。




　＊　＊　＊




　酷寒の地にあるヴァレンス伯爵領は、一年の半分以上を雪に覆われている地だ。この厳しい地を治めるのは当時弱冠二十歳で伯爵位を継がれたクロード＝ヴァレンス様。前伯爵とはかなり年の離れた親子で、前伯爵は彼が騎士学校に通われているときから床に臥せっていた。そしてクロード様が十八歳で卒業し、領地に戻られてからは彼が代理人として領地運営をされ、その二年後に儚くなられた。

　そんな現ヴァレンス伯爵は色々な意味で有名な方だった。

　それを有名にしたのは彼が卒業間近のとき。彼を疎ましく思ってい生徒五十人をたった一人で一気になぎ倒したという。さらには爵位を継いだ直後、自身のものとなった屋敷に長く仕えていた使用人をほぼ一掃し、現在も少数の使用人のみが広い屋敷で働いているという。

　また、見た目の麗しさも有名だった。他者より頭一つ分抜けた上背と、比べることすら恥ずかしいと思わせる長すぎる下肢、騎士学校を主席で卒業するほど鍛え上げてでき上がった体躯、だがそこに嫌な雄々しさはなく、むしろ彼のスタイルのよさを際立たせていた。

　顔立ちにしても然り。貴族界でも名高いヴァレンス家の若き当主は艷やかな黒髪に、吸い込まれそうな青い瞳で常に冷徹に周りを見据え、高く整った鼻梁は令嬢たちの強い香水を嗅ぐまいと見向きすらせず、愛想も何もない。そしてその美貌に惹き寄せられる令嬢に対して侮蔑の表情すら浮かべ、体に触れられることすら嫌悪した。その冷血さと氷の大地に住むことからいつしか「氷血伯爵」と呼ばれ、彼にあからさまに話しかける令嬢は一人としていなくなった。しかしヴァレンス家は北の大名家である。そのために北の大地に住むことになっても、氷血伯爵相手であっても、その名家の女主人の座と美麗な夫を手にしたいと諦めない令嬢たちや自分の娘を嫁がせたいと思案する者も少なくなかった。

　それら全てをはね退け、二十三歳でありながら婚約者すらいなかったクロード＝ヴァレンス伯爵は突如、私、ミレーナ＝テイトと結婚した。

　ヴァレンス家のハウスメイドであったこの私と……。
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「──ンンッ……っ……っふ……ハッ、……ッ」

　生まれて初めてのキスは、想像していたものとはあまりに違った。唇が優しく触れ合うだけのものをキスだと思っていたのに……今しているものは果たしてキスなのだろうか。この噛みつくような捕食のような口付けで即座にねじ込まれた熱い舌が、私の口内という口内を自らの陣地だと宣うように蠢き、舌を巻き込んで絡みついている。

「ッッ、……だ……っだん、っぁ、……さ、まぁ……」

　くちゅっと水音を出して、ようやく唇が離れた。

　初めてのキスで大きく肩で呼吸する私とは違って、息一つ乱れていない黒髪の御仁が自身の口の周りをテラつかせながら見下ろしてきて、乱れている私の髪を耳に掛けながら甘やかに艶笑した。

「私のことはクロードと呼びなさい。ミレーナ、口付けは初めてか？」

　鼻先が触れそうなほどに近い距離で吐息のような声を私に落とす。この御方の色香に見事に惑わされながら私は小さく首肯した。すると、「知っている」とでも言うように艶笑を深め、私の平凡な茶色い目を覗いたままチュッとリップ音をわざと鳴らして触れるだけの口付けをした。

「いい子だ。君はもう私の妻だ。これから先、私としか口付けを交わしてはいけない。いいね？」

「はい……クロード様……」

　私の小さすぎる声もこの距離では容易たやすく拾ってしまうのだろう。クロード様は笑みを崩さず、またゆっくりと唇を落とすと、今度は私の唇のみを食むようなキスをしていく。互いの唇の柔らかさを楽しむようなキス。ベッドに横たわる私の頭に大きな手を滑り込ませて包むと、まるで私の体全てを包みこんでくれているかのようだと錯覚する。

　閨事など自分にはあまりに縁遠く知識もほとんどないのだが、ある程度のことは先輩メイドから聞いている。とにかく初めては痛いから殿方に任せろってことだったはず。痛いのは怖いけれど、長く片思いをしていた方に純潔を捧げられるというのはこの上ない幸せだ。

　そう思ってやっと覚悟を決めた私とは相反して、スルリと二人の体は離れた。

「今宵はここまでにする。君を抱いて眠ることを許してくれるか？」

「え……は、はい」

　頭を優しく撫でながらそう聞かれてしまっては、否と答えられるわけがない。だが、初夜に最後までしないというのはどうしてだろう。私が何か粗相をしてしまったのだろうか。

　突如閨事を中断されたことに安堵と落胆と不安の気持ちが入り交じる。その感情を顔に出してしまっているが、ベッドサイドランプの仄かな照明如きでは見えるはずはないだろう。

　私は優しく包み込まれるように抱かれ、クロード様の心音を聞きながら、少しの不安を覚えながらも、色々なことがあって疲れていたのか、すぐに眠りについた。








二　ご主人様の秘密






──あったかい……いい匂いもする……気持ちいいな……。

　なんだかこの匂いすごく安心する。それにどこかで嗅いだことがあるような、懐かしいような匂い。

　ん……？　でもなんかちょっと重い？　苦しい？　棒？　丸太？　が私の上に乗っかっているような……？

「ん……」

　いまだまどろむ頭でゆっくりと目を開けると目の前にまばゆいほどの白銀が見え、その色が新雪のようで既視感を覚えた。

（朝日が眩しい……。私の部屋ってこんなに朝日入るっけ……？）

　その眩しさに顔を下向け、少しずつ冴えてきた目をさらに開くと、目の前に美麗すぎる御方の寝顔が現れた。開けた寝衣用のガウンからは鍛えられた体躯が覗き、その僅かな露出が朝の雰囲気に似合わず妖艶だ。長い腕は私を包むように背中に回っていて、先ほど重いと感じたのはこの腕だったのかと理解する。

　目のやり場に困りまた顔を上向かせると、今度はドアップでも毛穴などまったく見えないきめ細かい肌とその肌を彩る顔のパーツ一つ一つが、これまた美麗にかつ無防備にその持ち主が眠っていることを現している。その顔にかかる銀髪に目が行き、そのまま視線を上げると私の視線はそこで固定された。

「────ッ!?」

　寝起きの頭では処理できない情報に思わず固まってしまった瞬間、その御仁の瞳がゆっくりと青を覗かせていく。その青が私を捉えた瞬間、寝起きとは思えないような花が咲くような笑みを浮かべた。

「おはよう。ミレーナ」

　寝起きのかすれた低い声は、むしろ色気を増して私へと放たれた。体を包んでくれていた腕が私の頭を優しく撫でた。

「お、おはようございます。あの……クロード様。起きて早々なのですが、お伺いしても、よろしいでしょうか……？」

「ん……いいよ」

　普段の彼をよく知る人からすれば、想像もできないほどの甘い表情と声で返答する目の前の御仁に、私の顔は朝から紅潮する。その私の顔にかかった平凡な栗色の茶髪を耳にかける御仁にされるがままになりながら私は問うた。

「どうして……頭に犬のような耳があるのでしょうか……？」

「え？」

　目の前の恐ろしい美貌を持つ方の頭上に、まばゆい銀髪と同色の犬のような三角形の耳があった。その耳はピクピクっと動いていて飾りものではないことがわかる。私の視線はそこから動くことはなく、クロード様の視線はそれを凝視する私から動くことはない。

「えっ!?　いやっ！　これはっ、ちがっ！　……違うんだっっっ！」

　二人して固まっていたが、急にガバッと起き上がって狼狽うろたえながら必死に頭上の耳を手で隠そうとしているが、隠しきれていない。

（そもそも何故銀髪になっているのだろう？　クロード様は黒髪のはずなのに）

「くそっ、気が緩んだから……これだけは隠し通したかったのに、まさか初日で……あぁっ、くそっ！」

　何かブツブツと呟いているクロード様を呆気にとられながらも見つめてしまう。昨夜の口付けを交わしていたときの妖艶な姿にも困惑したが、今目の前で狼狽している姿にも違う意味で困惑してしまう。いつも冷静で冷徹な表情の方がここまで焦っている姿を見ると、こちら側は不思議と落ち着いてしまう。それになんだか慌てる姿は可愛らしかった。

　その姿、というか耳を見て、私は浮かび上がった疑問をそのまま口に出した。

「クロード様は獣人でいらっしゃるのですか？」

「っっっ！」

　私の言葉に、この世の終わりとでも言うかのようにみるみる顔色が青くなっていくクロード様は、ついにガクッと項垂れてベッドの上で動かなくなってしまった。

「え？　あ、あの……？」

　そっとクロード様の体に触れるとビクッと小さく動いたあと、今にも泣き出しそうに眉を下げ、しまいには頭上の耳までもへたりと項垂うなだれてしまっている。

「ごめん……こんなこと、黙ったまま結婚して……こんな、僕……獣人なんて、嫌……だよね……」

　ポツリポツリと紡ぐ言葉は弱々しくて、まるでこれから捨てられてしまうことにビクビクとしながら怯える子犬のようで、また可愛いらしいと思ってしまった。ベッドについている少しかさついている大きな手に自分の手をそっと重ねてみる。その手は僅かに震えていた。

「まずはお話しましょう？　クロード様は本当に獣人なのですか……？」

　落ち着かせるようなトーンで語りかける私に幾分気を取り戻したのか、先ほどの狼狽さは鳴りを潜めたが変わらず眉も獣耳も下がったままだ。顔を上げて目が合うと、その青い瞳はさざ波のように揺れている。

「うん……銀狼の獣人……といっても血はかなり薄いんだ。人よりちょっと体が頑丈で少し感覚が鋭いくらいで……」

「狼なのですね。今、お耳が出てしまってますけど、どうしてなのですか？」

「普段は出ないんだけど気が緩むと……でも、もう何年も出てなかったんだ。今回は、その……ミレーナが隣にいてくれることが嬉しくて、幸せで……そうしたら気が緩んでしまって、出た……んだと思う」

　グシャっと顔を歪ませているクロード様の手はいまだに震えている。

「御髪が銀色なのは？」

「地毛がこれなんだ。でもこの色だと目立つし、獣人だってバレる可能性があるから普段は薬で黒にしてるんだ。髪色自体は時間が経てば元に戻るんだけど、今回は気が緩んで耳と一緒に色も戻ったんだと思う……」

　銀髪はかなり珍しい。というか人間では見たことがない。基本的に髪の色は黒か茶、たまに金髪がいるくらいだ。だが獣人は髪色が派手らしく、銀や赤、青の髪色の者も多いと聞く。

　そもそも獣人は絶滅したとされている。というのは獣人はその強靭な肉体と獰猛どうもうな性格から人々に恐れられ、遥か昔に迫害され淘汰された存在だと昔本で読んだことがある。いくら強い獣人でも多勢に無勢であったらしい。それから獣人という存在は例外なく皆奴隷に等しい身分となってしまった。

「ごめん。今まで騙してて……獣人が爵位を得ていることは極秘だし、獣人なんて……っ、とにかく君と結婚しても言わないつもりだったんだけど……あぁ、もうほんとに……」

「あと、もう一つお伺いしてもよろしいですか？」

「うん、何……？」

　いまだ落ち込む様子のクロード様をよそにすっかり落ち着いた私は、ハッキリと青い瞳を見据えて言った。

「その、普段の雰囲気というか、性格が違うように思うのですが、今がクロード様の素の性格なんでしょうか？」

「っ！」

　私の質問に何故だかさらに顔を青くしてクロード様はまた項垂れた。








三　獣と子犬






　改めて話をするためにひとまずベッドから下り、ソファに掛ける。私はネグリジェ姿のままだったので、ソファに掛けていたガウンを上から羽織った。クロード様は変わらずそのまま薄手のガウンのままだが、はだけていた部分を少し直してくれていた。

　お茶と軽い朝食を用意してもらうように伝えて、部屋の前で私がそれを受け取り、紅茶は私が淹れてテーブルの上に置いた。その際に頼んだメイドが一番仲のよかった先輩メイドで、まさか彼女に「奥様」と呼ばれる日が来るとは……としみじみ思った。

　向かい合わせに座ったが、クロード様はお茶には手をつけず、ずっと項垂れたまま手を組んでいた。見事な銀髪のつむじまで見えるが、先ほど見えた獣耳はいつの間にかなくなっていた。ちなみに私はというと、用意されたフルーツを摘みながら紅茶を飲むほどには余裕があった。

　すると、クロード様が零すようにポツリと言葉を発した。

「性格……なんだけど別にいつものやつが作っている性格ってわけではないんだ。あくまで仕事用というか。獣人っていう負い目があるから周囲から舐められないようにって気持ちが、態度に出てしまうというか。でもミレーナが言う通り、今みたいな性格が僕の素なのかもしれないな……。あんまり君にこんな一面を見られたくなかったけど、この点は夫婦になるんだし追々見せていけたら……とは思ってた。けどまさか初日で……」

「なるほど……。どなたも今のクロード様の性格も獣人であることもご存知ではないのですか？」

「ルシカだけは知ってる。僕が獣人なことも情けない一面があることも」

「情けないだなんて……」

　ルシカ様はクロード様の側近であり専属執事だ。クロード様と騎士学校時代の同級生であったと聞いている。確かにいつも一緒におられるし知っていてもおかしくはない。

「では人嫌いというお話も、性格や獣人のことが他の方にバレてしまわないように振る舞われていたのですね」

「いや、人嫌いなのは本当。貴族連中とはなるべく関わりたくない。それは性格のこととか獣人のこと関係なくね。あと女性が苦手なのも本当だ」

「え、でもこうして私と結婚を……」

「──ミレーナは違うよ」

　急にズドンとお腹に響くような低い声を放ったかと思うと、前に座って項垂れていたはずなのに素早く私の隣に腰掛け、ギュッと手を握られる。まったく慣れない至近距離と見慣れない銀髪のクロード様を前に、冷静であったはずの頭が急に真っ白になる。

「僕がミレーナを妻にしたいと思っていたのは本当なんだ。だから、お願いだからこのまま僕の妻になってほしい。本当は君と愛し合いたかったけど、獣人とバレてしまったから……っ……でもっ！　でも、君には僕の傍にいてほしい。お願い。僕から離れないで。君が傍にいてくれるだけでも、僕は幸せなんだ」

「ク、クロード様は……私を、好いてくださっている……のですか？」

「あぁ、それすら伝えていなかったなんて、本当にごめんね。僕は君を愛してる。君以外を妻にするつもりなんて一切ないよ」

　次々に色々な情報が入ってきて、さらに好きな人から告白をされたことに頭がついていかず何も言葉を発することができない。近すぎる顔に思わず目を逸らすように俯いてしまう。

　すると、握られていた手はスルリと離れ、何故かまた項垂れてしまった。今度は至近距離で銀髪のつむじが見える。

「やっぱり獣人なんて……獣人を夫にするなんて嫌だよね。こんな気持ち悪い奴に触れられたくなんかないよね、ごめん……。でも、離してあげられないんだ。絶対に離縁はしない。君がどんなに拒否したとしても君を僕の傍に置く。ずっと……ずっとずっと待ってたんだ。君が結婚できる歳になることを、ずっと……。今さら君が嫌がったところで僕は君を手放すことなんてできない。出ていくというのなら鎖に繋いででも……」

「いえいえっ！　離縁したいなんて思ってないです！　触れられたくないとか、気持ち悪いとかも思ってないです！　その、ただでさえ驚いているのにさらに驚くことがあったから……」

　なんだか不穏なことを口走って一人で話を進めているクロード様を必死に止めて、離れてしまった手を自ら繋ぎ直すと、また眉を下げながらの表情だが深い青の瞳にほんの少し光が灯った。

「本当に？　このまま僕と結婚してくれる？　離れていかない？　……僕のこと気持ち悪くないの？」

「あなた様と結婚します、というかしてますし。離れませんし、気持ち悪いなんて思ったこともないですし、これからも思いません」

　繋いだ手をギュッと強く握り、強い決意を表現するような目つきでクロード様を見る。

「──君は、本当に、優しい……」

　自嘲のような笑みと何かをポツリと言葉を零したが、私にはそれが聞こえなかった。何を言ったのか小首を傾げて聞いてみたが私の問いかけには答えてくれないのか口を噤んだ。

「……夫婦でいてくれるってことは、僕と……閨事も、してくれるの？」

「っ……」

　沈黙を破ったその台詞に驚いたが、先ほどと同じ伺うように眉を下げながら聞かれると、今度は私が狼狽えてしまう。近すぎるその距離と色事をねだるその台詞で紅潮する顔のままコクンと首肯すると、一瞬昨夜のような青い瞳の中にドロリとした情欲の光が揺らめいたように見えた。

　起きてすぐの微笑みを最後にずっと意気消沈していたが、私の返事を見て今までで一番の破顔を見せ、そのままギュッと私を抱きしめた。

「僕の唯一！　僕の女神！　僕の……っ！」

　お屋敷でも私は当然遠巻きでクロード様を見ていたため、まともに話したことはない。それなのに何故こんなにも好いてくれているのかわからない。だがそう思う疑問よりも、想い人が自分を愛してくれていることへの喜びが遅れてやってきた。私の体全てに喜色が溢れていく。

　少し苦しいと思うほどに抱きしめられていて、それも嬉しくて私もその広い背中におずおずと腕を回すと、それに気付いたのかほんの少しクロード様の抱き締める力が強まった。

　そして耳の中へ直接声を入れるように囁かれる。

「実は昨日、キスで止めたのはあのままだと興奮して耳が出てしまいそうだったんだ。君がよければ、このまま昨夜の続きをしたいんだけど、また耳が出ちゃうかもしれない。それでも君を今すぐ抱きたい。……ダメ？」

「っ！　……ダメ、じゃ、ない、です……」

　そんないい声で艷っぽく言われたら逆らえるわけがない。抗うことなどできない。

　ゆっくりと体を離れて私の頬を両手で包み、顔を覗くその御方は、先ほどまで眉を下げて捨て犬のように私を見ていたはずなのに、今まさに私を捕食しようとする飢えた獣の笑みを浮かべていた。








四　狡い人






　すぐそこにあるベッドまで手を引かれながら戻る。既に窓からは差すような光が入り、部屋をまんべんなく照らしている。この明るさのせいでクロード様の銀髪も青の瞳も朗笑もよく見えている。それはすなわち私の紅潮した情けない顔もハッキリと見られているのだろう。

　先にベッドの端に腰掛けたクロード様はポンポンと自分の膝を叩いた。ここに座れということだろう。さっきまであんなに戸惑って慌てふためいていた人とは思えないほどに楽しそうな笑みを浮かべ、赤くなりながら戸惑う私を待っている。

「僕のここ、座るのいやなの？」

（……そういう聞き方は狡い）

　ちょっとだけ恨めしそうにクロード様を睨むと、何故だか爛々らんらんとした視線が返ってきた。根負けしたような気持ちでおずおずと背を向けるように膝の上に座ると、即座に腕が回ってきて力強く抱きしめられた。私の肩に頭をもたれるように密着されると、うなじに銀髪がかかって少しこそばゆい。

　すると首元からスゥーーーっという吸引音が聞こえた。

「ミレーナ……すっごくいい匂い」

「なっ……は、恥ずかしいから嗅がないでください」

「ごめんね。でも本当にいい匂いだからもうちょっとだけ嗅がせて？」

　犬のように私の匂いを一気に嗅いだり、スンスンと細かく嗅ぎながら、抱きしめている手はウエストをなぞるように触れてきて気恥ずかしいしゾワゾワする。

　そして私の香りを堪能したのか、クロード様は私の肩口から顔を覗かせた。少し横を向けば惹き寄せられるようにその見目麗しい美貌と目が合う。赤くなる自分の顔に、御仁の大きな手が添えられる。

「ミレーナ、目を瞑って？」

　優しい声で囁かれ、私は言われた通りに目を閉じるとふわりと唇が重なった。

　触れ合うだけのキスを寸秒してから、少し離れたかと思うとほんの少し口を開き、私の唇を食むようなキス。上唇だけ、下唇だけ、そして上下どちらも。それをどんどん繰り返す。始めはされるがままだった私もまるで本能でわかっているかのように、小さく口を開いてクロード様の真似をする。

　互いが互いの唇を求めるような食み合う行為は児戯のようなのにひどく官能的で、それでいて原始的に感じる。本能に従うというのはこういうことなのだろうか。

　唇を互いに楽しんでいると舌で唇をノックされ、そのまま口内に潜り込んできた。ほんの少しビクッと肩が上擦ったことを、クロード様が舌を伸ばしながらフッと微笑んだように感じた。そしてそのまま舌は容赦なく私の口内に押し寄せてくる。舌を絡め取られ、上顎や頬の内側、舌の裏側の筋までも楽しんでいる。辿々しくもなんとか私も動きについていくと、さらにその舌は熱く蠢き絡み合う。互いの口内から響くクチュクチュとした水音が羞恥心を掻き立てて、はしたなくも興奮してしまっている。

「ん、ぁ……ッフ……っ、……っぁ……ふ、っ」

　ガウンを脱がされていたことも、だらしなく口端から漏れた雫にも、唇が離れた際に気がついた。紅潮している私の頬に惜しげもなく唇が落とされ、顔の火照りが収まらない。クロード様はそんな私を見てクスッと笑ってから抱きかかえ、ベッドに寝かせた。私を見下ろすその瞳が濃厚な情欲を含み、青く揺れている。その深い青は私を捉えて離さない。

　なのに……。

「ミレーナ、本当に最後までしていいの？　後悔、しない？　獣人の僕とするなんて……」

　果てしない情欲の中に小さく震える不安を抱えて、私に問う。つい今しがた余裕綽々しゃくしゃくの獣の顔をしていたのに、こんな縋るような子犬の顔をするなんて、本当に狡い人。そして愛おしい人。

「はい。私はクロード様の妻ですから……」

　私の言葉にクロード様は少し眉を下げて悲しい笑みを浮かべた。すぐさまチュッと軽い口付けを落とし、滑るように私の首筋に移動し舌を這わしていく。温柔な優しい感触なはずなのに胸が苦しいほどにしめつけられる。

　クロード様の手は私の二の腕をなよやかに触れてから鎖骨ををツー……と通って、私の乳房に到達した。

「はうっ！　……っあ、……ンン……はぁっ、……クロ、ドさまぁ……ッ！　……っあぅ」

　首筋を絶えず舐められながらその熱い舌から与えられる感触と、時に甘噛みされ与えられる痛くはない刺激と、乳房を覆う薄い布地の上で蠢く手指の動きに翻弄される。

　首筋に触れた唇が肌から離れぬままゆっくりと降下していき、今度は鎖骨を舐められる。たまにクロード様の舌からクチュッという水音が響き、自分の口からあられもない声が零れてしまう。

「ひゃうっ！　……んぁ、……っは、……っぁ！　……ッ……っう……」

　私のネグリジェがゆっくりと解かれていく。初夜用に作られたもので前面からいとも容易く脱がされたものだ。ハラリと私の胸も腹も外気に晒された。体にそぐわないほど膨らんでしまった乳房を直に刺激されるのかと思ったが、クロード様は銀髪を掻きあげながら一度上体を起こした。見上げるクロード様は、その剛健さを現した腹筋を私に見せつけるかのようだ。

「はぁ……」

　恍惚にため息をつく姿すらも艶然としていて、私の肢体を余すところなく見下ろしている。あまりに凝視されているので思わず胸を隠すように腕をクロスすると、両手首をいとも容易くとられてしまった。

「隠しちゃだめ。まだちゃんと見てないから」

「でも、明るいから、……は、恥ずかしくて……」

　掴んだ私の手首にまたリップ音をあげてキスをしたかと思うと、ねっとりと舐められる。

「っ……ク、クロード様……」

　クロード様は、自分がしている行動を私がきちんと見ているのかを確認して、首も耳も赤くしている私に満足したのかフッと笑って掴んでいた左手首に噛みついてきた。

「イッ……！」

　痛いと激痛の間の刺激が手首に走り思わず顔を歪めると、歯を立てたまま私を見つめ、少し涙の膜が張るとその反応にまたフッと笑って歯を離し、歯型がついたそこをまたねっとりと舐め上げられる。

「クロ……ド……さまぁ……」

「痛かった？　噛みついてごめんね？　でも愛する可愛いご主人様は獣である僕のものだっていう印をつけたかったんだ。ダメ？」

　口調は子犬のように甘えるようなものなのに、悪戯心と嗜虐しぎゃく心と情欲とほんの僅かな憂愁を青い瞳に映し、クロード様は妖艶に笑った。








五　灼熱をもっと






　両手首は変わらずベッドに縫いつけられたままだ。噛まれた手首に刻まれた歯型の箇所が痛む。晒されている双丘に顔を押しつけられ、スリスリと頭を動かされ、デコルテに銀髪が柔らかく当たる。

「柔らかい……。フワフワ……いい匂い……あたたかい……」

「クロード様……恥ずか、しい……です。くすぐったい、です……」

「あぁ、ごめんね？　僕ばっかり気持ちよかった。ちゃんと奉仕するね、ご主人様」

　そう言いながら少し笑って、私の乳頭をパクっと咥えた。

「──ぅひゃあっ！」

　ジュルジュルッとわざと音を立てながら、ツンと立った乳頭と縮こまった乳輪を余すところなく舌で弄ぶ。もう片方の乳房全体を優しく揉みあげたり、乳頭を指でコリコリと擦ったり、摘み、押し潰す。そのたびに自分から上げたこともない甘い声がまろび出る。

「あ、ぁあっ！　ひぅっ。……っは、ぅ……く、くろ……さ、まぁ！　……ぁうっ！　あぁっ……」

　平等に、というかのように今度は反対側の乳頭も口に含む。今までクロード様の口内で弄ばれて温められた乳頭は外気に晒されて一気に冷やされが、ヌルヌルとしているそちらもまた指で擦られ、摘まれ、押し潰される。

「っつぅ、ん……ンン、……っ、ぁあっ、……ッヒ、……ッ、ンン」

「ミレーナの肌、スベスベで気持ちいい。また僕ばっかり気持ちよくなってごめんね」

　こんな愛撫しておいて何をおっしゃるのだ！　なんてことは言えないし、言う余裕もない。触れられてもいない下腹部が熱を帯びて疼いている。

　体がビクビクッと震えて腰が浮いた瞬間、乳房を弄っていないほうの手がスルリとベッドと腰の間に滑り込んできて腰と背中を優しくもいやらしく擦ってくる。そこを擦られると体の正中線に電気が走ったようにゾクゾクとした。

「っひ、あぁあぁぁッッ！　……～～～～っせ、せな、かぁ、……やぁっ！」

「背中、感じちゃう？　……可愛い。薄い腹、でも胸はふくよか……最高」

「クロ、ッ、さまぁ……っひゃぅ、も、胸っ、な、なめる、の……っやぁ」

「胸、嫌なの？」

「～～～～っ……っちがっ……っぁ、あ！　せ、せなっか……」

「背中、気持ちいい？」

「っゃ、だ、だめっ、……」

「だめ？　どうして？」

「っ……」

（どうしてって、そんなことなんで聞くの!?　理由を聞かれても、なんて言葉にしていいのかわからないのに！）

　今度は私が眉を下げて懇願するかのようにクロード様を見つめると、嗜虐心たっぷりの笑みが返ってきた。

「ねえ、どうして？　ミレーナ」

「……ッ、は、はずかし……から、です……」

「何が恥ずかしい？」

（なんなの、この質問攻めはっ！　どうして私を辱めるようなことをするの!?）

　それでも一昨日までご主人様であった方に逆らえるわけがなく、目線を泳がせながらもどう答えればいいかを考えあぐねてしまう。背中を擦ることと乳頭を指で弄ることを止めてくれないからゾクゾクとした感覚が抜けず、辿々しくも確かに言葉を紡いでいく。

「こ、声……でちゃ……ぃ、いや……なんですっ……こ、こんな……へ、変な、声っ……」

「声？　すごく可愛いよ。もっと聞きたいからいっぱいいっぱい声出して？　ここは防音もしっかりしているし外に漏れることはないよ。僕しか君の声を聞いていないし、聞かせるわけがない」

（いや、あなたに聞かれることが恥ずかしいのですが！）

　なんてことは言えるわけもない。

「恥ずかしいのは声だけ、かな？」

「……っ、か、体が……」

　胸と背中を弄る手つきは絶えず妖艶に動くのに、私を見つめるその笑みはとても穏やかで甘やかだ。だがその瞳の奥には変わらず嗜虐心と情欲が激しく燃えている。

「体が、どうかしたの？」

　吐息を混ぜたその低い声は私を翻弄させるには十分すぎる凶器で、それだけでまた私の下腹部が熱を帯び、胸を甘く強くしめつける。

「……ッ……あ……」

　唇を頬に優しく落とされ、触れたままスーッと耳元にまで滑っていく。フワッと唇が離れたかと思ったらフーっと耳穴に息を吹き込まれる。

「──ッヒャアァ！」

　その感覚だけで目に盛り上がるほどの涙が溜まった。

（熱い。体が……クロード様に触れられるだけでゾクゾクして、さらに熱が上がってしまう）

　体の奥底から灼熱が蠢く。その灼熱が目の前の青の瞳を渇望している。この上がり続ける熱を冷ましてほしいのか、それとももっとドロドロに熱してほしいのか。その答えをわかっているのに、自分の欲望を伝えることが堪らなく恥ずかしい……。

「ク、クロード様ぁ……」

　涙で霞む視界が捉えた銀色と輝く青色に懇願するような眼差しを送ると、フッと息を漏らすような声が聞こえた。

「僕のご主人様は狡いなぁ。僕の質問に答えてくれないのに、そんな可愛い顔で名前を呼ばれたら……もっと虐めたくなっちゃうよ」

「っぁあ！　……っゃ、……ッ！」

　素早くショーツの腰紐を解かれ疼きが止まることない私の秘部に、いつの間に脱いだのだろうか、露わとなったいきり立っている男根を擦り合わせていた。

　その淫靡いんびさに何かがドロリと零れたのは私の心からなのか、体からなのか…。覆いかぶさって腰だけを淫らにゆっくりと動かすとクチュッ……クチュッ……と私のとろみの水音がする。

（わざと、私に音を聞かせてるんだっ）

「～～～っ、……や、ゃめ……」

「聞こえる？　ミレーナ。君の音が」

「きっ！　聞こえませんっ！」

「そっか、……じゃあこれならどうかな？」

　何のいやらしさも感じさせないような口調でそう言うと、私の両膝を掴み脚を大きく開かせながらＭ字に折り曲げた。自分の一番不浄な部分が好きな人に見られていることで、筆舌に尽くしがたいほどの羞恥に見舞われる。

　しかも、ソコは自身の蜜によって朝日に照らされ、艶めかしく輝きを放っていた。

「ク、クッ、クロード様あぁぁ！　……い、ぃやっ！　いやです！　っゃめ、見ちゃ、見ちゃだめぇっ！」

「うん。ちゃんと見ているよ、ミレーナ。すごい。君の蜜でトロットロにぬるついている。部屋が明るいから君の体を隅々まで、僕はちゃんと見ているよ。ヒクヒクしてて可愛い」

「や、やめっ、だめ！　……見ちゃっ、見ちゃいやですっ、……～～～お、お願い、しますっ」

「あぁ……本当に可愛い。そしてすごく綺麗だ。僕のご主人様は」

（まったく、なんにも、全っ然！　話が、噛み合っていない！）








六　グチャグチャ






　慌てふためきながら、脚を閉じようとしてもクロード様の力に敵うわけもなく、ガッチリ掴まれてまったく動けない。するとまた私の秘部に己の巨大な男根を合わせて擦り始めた。

　先ほどのクチュクチュとした水音が再度私の耳に届く。

「今度は聞こえる？」

「っ！」

　声も出せず、紅潮した顔のまま魚のようにパクパクと口を開けてしまう。私のその様子を楽しそうに見たかと思うと、開いていた脚はクロード様の手によって今度はピッタリと閉じられた。閉じられたことに少しホッとしたが、自分の秘部に熱杭があることに気付き、その事実に秘部は熱を持つ。

　クロード様は私の太ももで自身を挟ませると、美麗な銀髪をかき上げた。

「……ハァ、ミレーナの体、あっつ……」

「っぁ、す、すみませ……」

「褒めているんだよ。挟まれているだけで気持ちいい。早く君のナカに入りたい」

　絶えず男根を私の太ももで挟みながら少し腰を動かしている。蕾に擦れることへの快感と、その腰を動かす様子に私のナカからまた何かがドロリと零れた。

「っぁ……ンン、……クロ、さまっ……そ、そんなおっきいの……入りません……」

　ボソッと呟いた私の声がハッキリ聞こえたのか、腰の動きがピタッと止まって瞠目しながら私を見下ろした。おずおずと自身の口元に手を当て、顔の下半分を隠したがその青い双眸にはより一層の情欲が灯り、視線は私の肢体を捉えて離さない。

「……あんまり可愛いこと言わないで。耳が出てしまう」

（耳、出してくれてもいいのにな……獣耳姿のクロード様をまた見たいな……）

　自身を落ち着かせるかのようにフーッと長く息を吐き切ると、また銀髪をかき上げ、腰を引いて男根を離した。私の濡れそぼった秘部は与えられていた熱が引いて少しもの寂しい。

「コレが入ること想像できた？　でも今は入らないだろうから慣らそうね」

「な、慣らす……？」

　またフッと息を漏らす笑みを零し、クロード様は私の横に寝そべり、今度は私の肩に唇を落としていく。その優しい刺激にすら敏感な私の体、はクロード様の思うままに反応する。

　クロード様の手は私の体を妖しく這い、太ももにいきつくとその柔らかさを楽しみ、先ほどまで男根が当てられて熱だけが寂しく残った私の秘部に触れた。

「ンアッ！　……ぁ、さ、さわっちゃ……だめ、ですっ……」

「こんなに濡れているんだ。触らないほうがダメ、だよ。ほら、僕の指、わかる？」

「ヒウゥ……ッ」

　しとどに濡れている私の秘部はクロード様の長い指をつるりと簡単に受け入れた。突然、しかも初めてそこに入れた異物に対して、私の体は拒否どころか歓喜を上げるかのようにそれをしめ上げる。

「～～～ぁっ……クロ……様……あっ、っ、ぁう、……ひゃぁっ、うぅ」

　私に苦しいほどの刺激を与える銀色に輝く美貌を持つ方に、手を伸ばして熱い肌に触れた瞬間、ナカにあるクロード様の指がクイッと曲がり、未知だらけの私のそこを刺激する。

「ふあぁっ！　……んゃ、……ゆ、びぃ……っ、う、動かし……ちゃ……ッ、だめぇ……」

「僕のご主人様は反応も声も全て可愛い。ミレーナ、僕の指を咥えこんだままキスしてくれる？」

　私がほんの少し顔を動かせば唇が当たるところまで近づいた。クロード様の親指は私の頬を撫でたかと思うと、そのまま唇をなぞるように触れた。

（お預けされているような気分を味わわせておいて、どうして私のことを先ほどから『ご主人様』などと呼ぶのだろうか。どう考えても私はずっとクロード様に従っているというのに）

　すぐそこに愛しい人の唇があることでもどかしい気持ちに駆られ、卑しい犬のように自身の唇を下手に重ねた。そのまま離さないで、といわんばかりにクロード様の首に腕を回し、その銀髪に指を入れ込む。

　すると、まるで『ご褒美』というかのようにクロード様は私の口内に舌を、私のナカにはもう一本指を入れて上からも下からも私をかき混ぜ、胸の奥を苦しめていく。

「ンンッ～～～、っふ……んぁっ……ッ！　……ん、ふぅ、っ」

──グチャグチャだ。

　涙で滲む微かな視界に見える白銀と深い青が、私をグルグル、グチャグチャにかき混ぜる。

　舌も、指も、口と秘部から聞こえる水音でさえ熱い。

　その肌は触れるだけで愛撫のようだ。

　何かに縋らないと、何かに掴まらないと、怖い。

　この酩酊するような気持ちに自分を保てなくなってしまいそう。

　こんなに怖いのに、もっと自分を壊したい。

　こんなに怖いのに、目の前にいる熱を与え続ける人がたまらなく欲しい。

　獣のように私を貪り尽くそうとするこの人が……。

「君からのキスが本当に嬉しい……。もっと口を開けて舌を僕に絡ませて？　僕にミレーナを味わわせて？」

　唇をほんの僅かにだけ離して、内緒話のような声で囁くのに、私の秘部に埋め込まれている指だけは忙しなく暴れている。

　いつから流れていたのだろうか、私の瞳からポロポロと溢れている雫をクロード様が吸い取ってはまた深くキスをしていく。だが私は秘部の刺激が体中を支配して、まったくキスに集中できず、固く唇を結んでしまう。それをクロード様の舌が無理やり開かせていく。

「む、むりぃっ……キ、キス、できなっ……ッ～～～～……っぁ、だ、めぇ……ゆ、指ぃ……あ、ああぁっ……舌っか、噛んじゃっ……あっぁあ……ッハゥ……」

「大丈夫。舌噛んでいいから。むしろ噛んでほしいんだ。ね？　だから舌出して？」

　優しく指で唇をなぞられると、まるでそうするように教え込まれたように唇をまた開かせ、舌を無理やりねじ込まれる。必死にクロード様の舌を噛まないように意識を集中させると、ことさら秘部の刺激が体を襲う。

「ふぅ、ンンァ……んんっ……っ、っ……っ！　……ンン～～～！」

「イキそう？　ミレーナ」

　優しく穏やかな口調であるはずなのに、指は変わらず暴力的に動いている。その指の動きのせいで激しい排泄感に苛まれ、なりふりかまっていられず答えられない私に、さらに舌をねじこんでくる。

「ンン～～～～！　んぅっ！　……ンッ、ンァ……ッッ～～～～！」

　再度体の上下をグチャグチャにされる感覚に、私の下腹部がギュウッと激しく収縮する。意図せずビクビクっと痙攣し、体全てを突き上げるような甘い衝撃に泣き叫びたい衝動を、クロード様の舌が絡め取って飲み込んだ。

──いつの間にか膝を立てて腰を浮かせていたのだろう。全身の力が抜けて、ペタンと背中をベッドに沈めると腰と尻の辺りが濡れたシーツの感触をとらえた。ヒヤリとするその感触に若干の不快を感じたが、それよりも力が抜けて動けない。

　すると、クロード様は私の口内から舌を抜き、忙しなく呼吸する私に蠱惑こわく的な視線を送るがスルリとナカから指を抜いた。

「っ……」

　抜いた感触にもゾクゾクして喉から声が出た。私のナカから指を抜いたその腕は、肘までグッショリと濡れていて朝日によって卑猥に照らされている。私に見せつけるかのように腕を曲げているクロード様の肘からはポタリポタリとどこから現れたのか考えたくない水が零れ落ち、私の体を濡らしている。自身の腕を、そして私に垂れるその水をクロード様は恍惚と見つめていたが、おもむろに自身の顔に近づけた。

「あっ……だめ……」

　私の小さな抗議を無視し、ゆったりと自身の肘から垂れる私の水をクロード様は至極楽しそうに舐め始めた。

「そんなもの、舐めちゃっ……」

「すごい。ミレーナの味が濃いね……堪らないよ……」

（またもや話がまったく！　全っ然！　これっぽっちも！　噛み合っていない！）

　私がそう思っている間に腕を舐め、五指を舐め終えたクロード様は情炎をドロリと灯しながら私を一瞥すると、また私の脚を開かせ、その間に位置し水に濡れている腹に恍惚な表情で触れた。

「初めてだというのにこんなに腹もシーツもグショグショにするなんて、なんて艶麗で淫らな人だ。最高だよ、ミレーナ」

「み、淫らなんてっ……」

「でも舌を噛んでって言ったのに噛んでくれなかったね。僕のご主人様は優しくて意地悪だ。僕が噛み付いたその手首の噛み痕のように君のものだという印をつけてほしいのに」

　微笑を浮かべながら私に覆いかぶさってきたかと思うと、また私に噛みつくようなキスをした。まるでさっきまで舐めていた私の水を移しているかのように執拗に舌を伸ばして私の口内を愛撫し、舌が絡む。それは味なんてせず、ただただクロード様とのキスに翻弄される。

　するとまた、熱い杭が秘部にググッと当たった。

「──ンッ!?　……っふ……ッ……んんぅ、……っぷは！　……ハァ……クロ、ド……さまっ……」

「本当はミレーナのこともっとたくさん気持ちよくしてあげたいんだけど、ごめんね。僕ももう限界。君を僕で穢していい？」

（穢す？　好きな人と繋がることを穢れるなどという言い方ははたして合っているのかな……）

　ボーッとした頭でそう思ったが、相次ぐ淫靡な刺激と鋭く光る青い瞳に射抜かれて思考がままならず、私は本能的にコクンと頷いた。








七　どうか消えない傷を






　私の目からとめどなく溢れる生理的な涙を舐めとってから、また優しいキスをくれる。だけどクロード様は私の涙を少し悲しそうに眉を下げて見つめている。

「君に痛い思いをさせてしまう。……嫌でも、怖がらせても、僕は君を離せない。ミレーナ、お願いだから僕から離れないで」

　今から繋がろうとしているのに、離れることなんてできないのに、念押しする言葉を私に落とす。その顔は間違いなく餌を目の前にした獣の顔なのに、さっきまでの懇願する子犬のような表情にも思えて思わず少し笑みを浮かべた。

　気のせいだろうか、クロード様が少し涙を浮かべているように思えて、思わずその渇いている頬に手を伸ばし眦まなじりに触れた。

「離れませんよ、クロード様」

　私の言葉に自嘲するような笑みを浮かべて、自身の頬に置かれている私の手のひらに優しくキスをした。一度銀髪をかき上げてから、ゆっくりと濡れそぼった秘部に鈴口を埋め込み始めた。

「イッ！　……つ、……っ、……っぁ、うぅ……ぃいっ……っつぅ」

　衣擦れの音と、私の漏れる声と、クロード様の息を吐く音だけの空間。私はグッと目を瞑り頭が沈んでいる枕を後ろ手で強く握りしめる。自身が張り裂けていくような感覚に呼吸すらままならないが、全身でこの痛みに耐える。私の秘部が収縮して無意識に自分のナカに入ろうとする異物を押し出そうとしているかのようだった。

「……ッ、ごめん、ミレーナ。でも僕を拒否しないで」

（──拒否しているわけじゃないっ……）

　そう伝えたくてフルフルと頭を振ってみせると、クロード様がまた眉を下げて悲哀の表情を浮かべたことなど、痛みをこらえて目を固く瞑っている私にはわからなかった。

　グッと男根が蜜道を進む。

「──ッア！　……いぃっ……つ、……っぐ……」

「ミレーナ、ごめん、ごめんね」

　謝罪の言葉と共に頬に温かい手が置かれた。優しく涙を拭いてくれている。その指の優しさが嬉しく切なくて、その銀色の髪と青い瞳を見たくて目をゆっくり開けようとすると、瞼に唇を落とされた。それはまるで「開くな」という命令のようで、それに従うようにまた瞼を固く閉じた。

　目を瞑ったことに安堵したように、クロード様は枕と頭の間に手を滑りこませ、ギュッと抱きしめた。私は逞しい肩に自分の顔を乗せた。

「あとは一気に挿れるから、しがみついていて。今度こそ噛み付いてもいいし、爪を立ててもいいから。むしろ消えないくらいの傷を付けてほしい。僕が君のものだという証を付けてほしいんだ」

（情事の傷なんて、恥ずかしくて付けられるわけがない！）

　と、刹那思った私の思案は一気に消えた。

────ズドンッッ

　衝撃が襲った。その瞬間、呼吸が止まった。

「ッッ!!　……っ、……はっ、あぁっ！」

（痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いっ！）

　何かに縋りつかないと居ても立ってもいられず、痛みを与えている張本人に抱きつく力を強めた。挿れたまま動かないでいてくれるクロード様の腹や胸や肩から熱い体温が伝わってきて、私の熱と混ざり合う。頭を包む手が私を宥めるようにゆっくりと撫でてくれている。

「……ッハ」

「ミレーナのナカ、あっつ……」

「いっ……いた、い……です……クロ、ド……さま……」

　痛みを言葉にして伝えると、私を抱きしめる力が強まり、より一層頭を撫でてくれた。その力強さと優しさに、痛みを感じる中で満たされたものを感じた。──と、同時に下腹部から何かジュクッと零れたように感じられた。

「力、少しだけ抜ける？」

　少し苦しそうな声が耳元に流し込まれた。その声にキュウッと胸が苦しくなりながらフルフルと小さく頭を振った。クロード様の眉間に皺が寄ったことには気づかなかった。

　痛みから逃れるためにクロード様の綺麗な肢体に爪を立てて本当に傷をつけてしまいそう。

「どっ……すれば、……いいか、わかん、なっ……ッ……」

「そっか、もう少しだけ、このままでいよう。ミレーナの中、きつくて、熱くて。包まれてる、みたいで、挿れてるだけで、すごく、気持ちいい」

　クロード様は吐息を漏らしながら、言葉を細かく切って私に伝える。本当に気持ちいいと思ってくれているのか、それとも少し辛いのか、私には判断ができない。

　優しく頬にキスをくれるクロード様の唇がどことなく先ほどよりも熱い。瞼へのキスも多くてまた目を開けることができない。

──辛いのなら、それを和らげて彼に快感をあげたい。

──気持ちいいのなら、その感覚を広げて愉悦している姿を見たい。

　だんだんと痛みが治まり、それに伴いジュクジュクとした疼きが体を占めてくる。変わらずクロード様は動いていないのに、ピクピクと動く自分の動きで子宮が蠢いてしまう。

「っぁう、……っは……クロ、ッド……さま……キ、キスッ……して、くださっ……」

　頭で思うよりも先に私の女の本能が抱きしめてくれる人の口付けを求め、懇願した。

　その瞬間、ナカにある男根がたしかにビクンと反応した。

「んあっ！」

　その反応に連動し、私も動いてしまうとクロード様は耳元で囁いた。

「ご主人様のお願いを聞くから、お願い。僕のことを見ないように目を瞑っていて」








八　優しい人






「目を瞑っていて」と言われても、そもそも痛みと瞼へのキスが絶え間ないので先ほどから視界を暗くしている。けれど、さらにギュッと目を瞑った。

　唇に熱い呼気が当たったと思った瞬間、口内に熱を持った蠢く粘膜が入り込む。

「～～～ン、……ふ……はっ、ぅ……んむっ……ンンンッ！」

　グチュン！　という水音と同時にナカがより圧迫された。少しゆるみ始めていた私の下腹部の筋肉がまた強く収縮し、ナカに埋め込まれている男根の存在を自分自身にハッキリとわからせた。

　思わず目を開きかけると、一瞬銀色が見えた。はたと気付いてまた目を閉じる。

　クロード様はナカを広げるように、ゆっくりと腰を回す。その刺激は甘い快感を少しずつ強めていき、痛みを遠のかせる。

「っ、あ……ハ、ぁあっ、ぁんっ、はあ、ン、ンッア」

　変わらずキスが続く。唇は離れもするが舌だけは互いを求めるかのように動く……それはひどく動物的に思えて、キスと呼べるものなのだろうかと思ってしまう。

　ジュウッと舌を吸われると子宮も連動しているかのようにキュウッと収縮し、キスが一旦止まり僅かに舌が離れた。視界を閉じているからこそ皮膚で甘い熱を感じる。クロード様の呼気からも色情の熱を感じた。

「痛みは、どう？」

　瞼にキスをされながら、優しく気遣う声が聞こえた。その声にまた子宮がしまる。

「い、今は……もぅ、へぃ、き……です」

「よかった。今日は初めてだからあんまり気持ちいいと思えないかもしれないけど、もうミレーナに嫌な思いをさせないようにするから」

（嫌な思いなんてしてないのに。クロード様から与えられるもの全て嬉しい。キスも、熱も。優しさも、快感も、痛みでさえも全て……）

「っや……じゃ、ない……っ、いや、じゃない、です……クロード、さま……」

　目を見て言いたくて言いつけを守らず目を開くと、すぐそばにあった美麗な御方は私の言葉を聞いてまた悲哀の表情を浮かべた。すると、さらにグッと強く男根を押し込め、肉壁を刺激するようにゆっくりとそれを引き抜いた。その動作は始めはじれったくなるほどのスピードであったのに、どんどんと早くなっていく。次第にはユサユサと体が動かされるほどの速さと強さになる。

「ッッ～～～、ぁっ、あっ、ンゥ、っひゃぅ、んゃっ、っは。あっ、んぁっ、待っ、……てぇっ！」

「ごめんっ、待てない……、目瞑っていてくれっ」

「っ、クロ、……っさまぁ……んゃ、……っふ、ヒッ、アッ」

　いつの間にか繋がれていた手はベッドに縫いつけられている。こんな情熱的なことをしているのに手を繋いでくれているのが嬉しくて、でも享受される快感に翻弄される。体が快感をより鮮明に感じたいと言っているかのように、私はまた強く瞼を閉じた。

──クロード様……。

　もっと手を繋いでほしい。

　もっとキスしてほしい。

　もっと私に触れてほしい。

　本当はあなたの姿を見ていたい。

　喘ぐ自分の姿を見られることが恥ずかしい。




　少し動きを緩めてほしい。

　初めての快感と呼んでいいかわからない感覚に飲み込まれそうで怖いの。

　クロード様は気持ちいいかな？

　私で気持ちよくなってくれているかな？

　知りたい。

　私に酔いしれているあなたの顔が見たい。

　見たい、見たい。

　銀髪のあなたが見たい。

　私ばかり、あなたから与えられている。快感も、愛の言葉も。

　あなたから与えられるばかり。




　もっとあなたの話が聞きたい。

　私はあなたに何をすればいいか教えてほしい。わかってあげたい。




　どうして私のことを好きなの？

　また好きと言ってほしい。

　愛してるって言ってほしい。




　私もあなたを好きだと言いたい……──。




「アアッ！　……っや、ぁんん、も、もっ、来ちゃっ……ッン。はぅ、ぁんッ、きちゃ、うっ～～！」

「……っ、うん、僕もイキそっ……」

　どんどん早くなっていく律動に奥底が連続的に容赦なく刺激され、その度にグチュグチュと卑猥な音がする。もうその音に恥ずかしがる暇もないほどにわけもわからず喘いで乱れてしまう。

「──ッ、ッ～～～、……アッ！　あぁっ！　……っき、……好きぃ……クロ、ド……さまっ……す……きっ！　ンンッ」

「……っ、ミレーナ、……君はっ、なんて……」

　またも閉じていた目を薄く開いてしまうと、滲む視界の中で銀色の耳がうっすら見えた。──ように思えたがすぐさま熱い口付けが降ってきて何も見えない。ただただ、口からナカから熱い粘膜と体中を触れ合う肌と肌の熱い温度だけ。

　……もう、それだけだ。

　抱きしめたい。だけど繋いだ手を離したくない。

「ッア、ぁあ、あ、……アアッッ!!　ンンッ、……ンンッ！」

　頭の先から爪先まで全てに力がこもるような、それでいて中心を搾られるような力が体を支配し、私の奥まで埋め尽くす男根を本能が強く絞り上げる。

　速く強い律動が終わり、グッグッとナカの固いものが奥を突き上げるとその奥に灼熱を感じ、涙がこめかみを通って横に流れた。今まで散々流れていたはずなのに、何故か彼の熱を感じた瞬間にその濡れた道に一番感覚が研ぎ澄まされた新たな大きい雫が落ちていく。

「っはぁ……っ、は……ハァ……く、クロォ……ド……さま……っ……」

　既に天高く昇った太陽とは真逆に、私の意識は沈んでいく。

　それでもほんの僅かに意識だけ保っていると、まだナカに隆々と存在するものを感じながらゼロ距離にいる人が優しく、本当に優しくキスをしてくれたのがわかった。

　一ミリたりとも動かない体のあとを追うように、私の意識はそこで途絶えた。




「おやすみ、僕のご主人様。……本当に君は、優しい人だ……」








九　勘違いなどしない（クロード視点）






「わざわざ奥様の誕生日に結婚するなど……。もう少し待てばゆっくり休暇もとれましたのに、どうしてこの繁忙期に結婚するんです……はあ。でもまあ、よかったです。これで長く続いたストーカー行為も終わりですね」

　甘美な初夜を終えてすぐに現実が戻ってきた。本来であれば最低でも一週間は結婚休暇をもらい、愛しい新妻と蜜月を交わしているはずなのだが、北の地にあるヴァレンス家は冬前である今が一番忙しい時期で、休みは結婚式当日と翌日しか取れなかった。本格的な冬が来れば正式な休みがとれるため、そこで蜜月を改めてとるがやはり憤懣ふんまんやるかたない気持ちになってしまう。

　執務室の自席で心ここに在らずな状態で書類をさばいているところに側近であるルシカが嫌味を込めて先述の言葉を吐いた。

「私の仕事の中でも大仕事が減って嬉しく思います。昔から申しておりましたが、麗しいご令嬢を使用人たちに監視させ、その報告書をまとめるなんていう犯罪の片棒を担がされるのは本当に心苦しく思っておりましたので。あと、改めてご結婚おめでとうございます」

　またも嫌味を朗々と言ったかと思えば、祝いの言葉だけ無感情に言ってくるこいつは唯一僕に対して辛辣な言葉を吐ける人物だ。

「犯罪なんてしていない。それに報告書にしたってそんなに大仕事ではないはずだ。僕一人でやっていたときより遥かに量は少なかったはずだ」

「精神的に大仕事だったってことです」

「仕方ないだろ、彼女に近づく害悪を排除しなければならなかったし。見守っていただけだ」

「ソウデスネ。奥様のことを観察して、奥様に近づく男にちょっとオイタしただけですもんね。旦那様にいいことをお教えしましょう。ストーカー犯というのは大概『自分は見守っていただけ』って言うそうですよ」

　……こいつはどうしても僕を犯罪者に仕立て上げたいらしい。ミレーナを見守り彼女を害する者を片付けるのは当然だ。別に殺すなんてしていない。ちょっと『話し合って』全員他の地に行ってもらっただけだ。

「今はおまえの認識などどうでもいい。……それよりもバレたんだよ。僕の愛しいご主人様に」

「まだ奥様のことご主人様とか言ってるんですか……って、バレた？　貴方の今までしてきた悪行がですか？　それとも性癖ですか？」

「僕の性癖は特段変態的なものなどではない」

「いやどう考えてもそうでしょ。今さっき指摘してあげたじゃないですか。自覚ないんですか。医者呼びますか。……いや、でも伯爵家当主がこんな性癖とバレるわけには……」

「おまえなぁ……」

　机に肘をつき、手を組んでそこに額をつけるように俯いた。ハア……と重いため息をつく。

「そうじゃない。僕が獣人だってことがバレたんだ」

「はっ？　性癖の次に隠さないといけないことじゃないですか！　……と言うかそんな神妙な顔をしているということは奥様に拒絶されたのですか？」

　書類を持ったまま困惑しているルシカを一瞥し、今度は片腕で頬杖をついた。眇めた目で見たデスクの上にある書類の処理は先ほどから大して進んでいない。

「気が緩んで耳も出たし髪も戻ってしまった……んだけど彼女は驚くだけで受け入れてくれたよ。さすが僕の女神でご主人様だと惚れ直したさ。……というか獣人という秘密よりも性癖を隠さないといけないってどういう意味だよ」

「他にもいろいろありますが、まずそのご主人様って言うことが貴方の性癖だと自覚してください。にしてもあんなにバレないようにと意気込んでおりましたのに、何故そんな失態をしでかしたのですか？」

　驚いている優秀な側近は僕を貶しながら聞いてきた。

　自分だって今まで通り誰にも、勿論ミレーナにも一生言わないと固く決めて結婚したにも関わらず、まさか初夜で（厳密にいうと朝だが）自分がやらかしてしまうとは。

──いや、今にして思えばなんとなく予感していたんだ。初夜、寝室に入ったときに感じた。艶美なネグリジェを着て緊張しながら顔を紅潮させて自分を待っていた彼女を見て、己の醜怪な秘密の一部はすぐに露呈してしまうだろうと。

　組み敷いて自分の下で紅潮を増しながら茶色い瞳を潤ませるその様が。

　少し動くたびに香る甘く芳しい香りが。

　挿し込んだ舌に翻弄され口から漏れ出る甘い声が。

──それら全てが自分でがんじがらめに構成した仮面を剥ぎ取ってしまうと、そう感じた。

「どうせ奥様が可愛すぎてやらかしたーみたいなことでしょ。ド変態な我が主であればありえる話です」

「新妻を可愛いと思って何が悪い。僕はずっと彼女を追い求めていたんだぞ。あと何度も言うが僕は変態じゃない。ましてやド変態でもない」

「はいはい」

　実際に、自分の腕の中にいる彼女は本当に可愛かった。あんな可愛いご主人様が僕の妻なんだぞ。

（あぁ、ほんっとうに可愛かった！　そしてすごく綺麗だった……）

　あんなにも女の柔肌を忌み嫌っていたというのに、彼女の肌の柔らかさを感じるだけで痛いほどに滾たぎった。今日だって本当は仕事なんかせずに、まだ寝室で寝ているミレーナの寝顔をずっと見ていたかったが、泣く泣く仕事をしている。

「貴方の場合、結婚する前からドン引くくらい可愛い可愛いって言っていたでしょう。まったく……奥様が『女神のような慈悲深いお心で受け入れてくださった』のに、何でそこまで落ち込んでおられるのか私にはわかりかねます」

　呆れた顔でそう言いながら、ルシカは執務室を出ていった。

　どうして僕が落ち込んでいるか──そんなこと決まっている。

　僕が薄汚く卑しい獣人だからだ。

　ずっと待っていたのに、やっとここまで来たのに、自分のものにできたと思ったのに。彼女を妻にして、彼女の体をこれからいくら抱こうとも彼女の心を手に入れることができなくなってしまった。

　彼女に付けていいと言った僕への傷を付けてくれなかったように、僕を真に受け入れることはもうないんだ。

　事実、彼女に自身を挿れかけたとき「拒否しないで」と言った僕の言葉に『嫌だ』と言うかのように頭を振った行動を見て、自分の中に暴力的な何かが生まれたことを感じた。だから彼女が痛がることをわかっていて一気に挿れたのだ。

　痛みを刻み込んで、僕を忘れないように、僕から逃げられなくなるように。

　……こんなことを思う自分はまさしく獣なのだろう。

『あぁっ！　……っき、……好きぃ……クロ、ド……さまっ……す……きっ！』

　あの言葉は閨の中でだけの言葉、虚言だ。

　彼女が放った優しさだ。────優しい、嘘だ。

　彼女に愚かに縋る卑しい僕にかけてくれた同情だ。

『はい。私はクロード様の妻ですから……』

『離れませんよ、クロード様』

『っや……じゃ、ない……っ、いや、じゃない、です……クロード、さま……』

　優しい彼女はきっとその言葉の通り、僕にこれから誠実に向き合ってくれるのだろう。彼女を愛するとどうしても出てしまう獣の耳がある姿を見せたくなくて、瞼にキスをし、彼女に目を開けないように願う弱い僕ですら彼女は許してくれるだろう。

──勘違いなどしない。

　それは自分に対する恋慕からではないのだ。

　それは彼女の優しさで、同情で、温情で、……哀れみだ。

　それで彼女を責めたてるようなことなどしない。愛し愛されたかったけれども、彼女からの愛情を一心に受けたかったけれども……。彼女が傍にいて自分を夫と呼んでくれるのならそれでいい。それこそが至高の喜びと思えばいい。

　だから僕は彼女の優しさに甘えて、甘えきって、これから彼女を愛し尽くそう。彼女がこの屋敷で幸せに過ごせるように。僅かでもいいから僕と結婚してよかったと思ってもらえるように。

　自分に向ける感情が同情でも温情でも哀れみでも何でもいい。彼女が僕の傍にいて、僕が彼女の傍にいられればそれでいい。

　僕自身は堂々と彼女を愛せるのだから。それでいい。

──それでいいんだ。








余話　誰にも言いたくない話






　物心つく頃から甘ったるくて安っぽい香水の香りにまみれる中にいた。

　夜になると小さく狭い自室には、いたるところから女の嬌声が聞こえる。

　当然だ。ここは娼館なのだから。正確にいうとここは娼館と繋がっている娼婦たちの寮である。

　気付くとここに住んでいた。ほとんど部屋から出ないで過ごしている。時折食べ物を持ってきてくれる女は日によって違った。女たちが僕を見る目は憐憫れんびんであったり、好奇であったり、はたまた欲念であったり。それらは総じて気持ち悪く悍ましいものであった。

　ある女から、僕が持つ銀髪はかなり珍しいものだと教えられた。──故に自分の母親が誰なのかすぐにわかった。

　自室の小さな窓から見えるのはいつも濁った灰白色の空と小さな中庭を挟んだ娼婦たちの仕事部屋の窓で、そのうちの一つから自分と同じ髪色の女がいつも見えるのだ。話すどころか顔も合わせたことがないその女はいつも仕事をしていた。昼も夜も。

　この娼館は基本的に夜のみ営業しているが、常連客が追加料金を支払うことと特定の娼婦のみ、時間に関係なく受けつけている。──その特定の娼婦というのが自分の母親だった。




　百年ほど前に獣人は繁殖を禁止され、仮に性行為をする場合は避妊は必須であり、出産は禁忌とされた。万が一獣人同士、獣人と人間の子ができた場合、子どもはすぐさま殺処分され、親である両者どちらにも厳罰が下されるということが国で固く定められていた。そうして獣人はすでに絶滅したと世間的に認知されていた。

　だが法をかいくぐる者はいる。その証拠が母親であり自分自身だ。

　獣人というのはとにかく身分が低い存在であった。

　通常の職に就けることなどまずありえず、基本的に奴隷となって男は強制的な重労働を強いられるか、女の場合は金持ちに買われ欲望を吐き出すための性奴隷となる。またはよくて娼婦か男娼になることがほとんどであった。母親の見た目はかなりよく、人間にはない銀髪をしていたために常連客から人気も高く、獣人であるにも関わらず現在の中級娼館へと行き着いたらしい。勿論おおっぴろげに獣人の女がいるとは言えないために口の固い客にしか母親は付かなかった。

　純血の獣人は獣の血が著しく濃く、獣人の姿となった際も耳と尾をしまうことができない。そして元来獣人は人間と比べるとかなり頑丈だ。獣の姿は重労働にはかなり重宝され、屈強さは加虐趣味を持つ性欲の強い者には都合がよかった。性奴隷となった獣人からしても人間の性欲を満たすことはとても容易いものであった。

　獣人と人間のクオーターである母親は獣の姿にはなれなかったが、耳と尾をしまうことはできなかった。その姿のために獣人であることを言い逃れはできず、勤めている娼館では母親のための「獣人コース」というものが作られ、それは他の娼婦では絶対に禁止されるどのような行為でも、死ななければ何をしてもよいというものであった。

　獣人はそれほどの扱いをしてもいい。──そういう存在なのだ。

　それを知ったのは五歳のとき、店の手伝いをさせられ始めた頃だった。手伝いは強制的なもので獣人の血を引いている僕には当然給与は与えられない。こんなところでずっと生きていくかと思うとたまらないほどの不安と絶望と嫌悪感を幼ながらに感じていた僕は、自分なりの方法で金を稼ぎ始めた。

──だがそんな日々は初めて母親を間近で見たときに終わりを迎えた。

「あれ、あんた……あたしの息子？」

　いつもの通り、店の無賃労働中に本当にたまたま母親と顔を合わせた。普段から娼婦と会うことはあまりないが、基本的にずっと仕事をしているその女と会うことは本当に一切なかった。だからその日会ったことは奇跡的と言ってよかった。

　間近で見るその女は同じ白銀の髪で紫の瞳であった。小汚い薄い生地のキャミソールワンピースに薄く安っぽいショールを羽織っている。その露出が多い格好は生傷だらけの肌を痛々しくさらしている。ワンピースの裾の下から髪と同色の尾が床を引きずるように出ていて、頭上の耳も中途半端に立っていた。

「へぇ。もうこんなおっきくなってたんだ。堕ろせなくなるくらい育っちゃったから産んだけど、ほっといても生きてるもんなのね」

　興味なさそうにだるそうな態度で一瞥したかと思うと、何がおもしろいのか堰を切ったように大笑いを始めた。

「あんたっ！　いいバイトしてるわね！　まさかこんなガキが娼婦を相手してるなんて……ハッ、笑えるわ！　まあこんなとこいりゃあ嫌でもいろんな女が手練手管教えてくれるでしょうしねぇ。年増のカミラなんてあんたの精通がくることだけが楽しみだって言ってたわよ！　あ～、笑える」

　カミラとは僕に一番食べ物を運んできて、一番欲念の目を向けてくる気持ち悪い女だ。だが金払いもいいし食い物をくれるため、ぞんざいにはできない。最近はそいつ相手にバイトをすることが特に増えてきていた。このことについて特別隠しているわけではないからこの女が知っていてもおかしくはないだろう。別に好き好んであんなことしているわけじゃない。むしろ吐き気を催しながらそうしている。女の柔肌や香水の甘い香り、独特の高い嬌声に嫌悪と悍ましさを感じながらも未来の自分のために致し方なくやっていることだ。

　ひとしきり笑うと今度はジロジロと僕の銀髪と青い瞳を見始めた。

「ふーん。あんたは耳も尾も出ないんだ。まあ血が薄いからな。──ていうかどの男の子どもなのかわかんなかったけどあんたの目と顔……」

　母はショールがはだけることも厭わずに宙を見ながら、フッと息を吐きながら不敵な笑みをもらした。

　そこから数日後、毎日仕事をしていた母はこつ然と雲隠れした。その後、すぐに僕の父親の使いという人間が現れ、そのまま見たこともないほど荘厳な屋敷へ連れていかれた。名前のなかった僕はその日、「クロード＝ヴァレンス」となった。

「ようこそおいでくださいました。坊っちゃん」

　そう言った使いの者をはじめとしたヴァレンス伯爵家の人間は、全員汚物を見るような目で僕を見てきた。その視線を送る筆頭であるヴァレンス伯爵は黒髪の中に白髪を混じえ、自分にあまりにも似た容姿とまったく同じ紺碧の瞳であった。








十　執務室にて






　突然いろいろなことが起きて混乱しっぱなしだったが、数日経って私はようやく自分がヴァレンス伯爵夫人となったという事実を呑み込めた。

　クロード様に恥をかかせないように、遅ればせながら淑女教育を開始したわけだが運よくこのお屋敷に勤め始めてからマナーなどの教育は受けていた。伯爵家の屋敷に勤めるからにはそのようなことを学ぶのは当然と勉強に勤しんでいたことが現在大いに役に立っている。

　仲のよかった先輩メイドは私の侍女となってくれた。今までは「リズさん」と呼んでいたが絶対に呼び捨てでお呼びくださいと念押しされ、しばらく経ってようやく敬語でなく話すことにも慣れてきた。

　伯爵夫人として学ぶことは多く、一日の大半は勉強の時間にあてられた。元々学がない私は様々なことを勉強できることが嬉しく、特に苦とは思わなかった。もうすぐ本格的な冬が来ること、そして外の人間をあまり屋敷に入れたくないという理由からリズが教えてくれていることも辛くない理由の一つだろう。




　本日の勉強を終え、私はクロード様にお茶を持っていくべく、自分のものも含めて執務室へと来た。仕事がお忙しいようで新婚らしさどころか一緒にいることも少ないために、少しでもクロード様との仲を深めたいという私の切実な思いがあるのだが、もちろんそれは誰にも言えない。

「ミレーナです」

　ノックをしてから少し大きめに声をかけると、防音防寒の厚い扉はすぐに開き黒髪のクロード様自ら出迎えてくれた。

「どうしたの、ミレーナ」

「あの、お仕事がお忙しそうなので一息ついていただきたく、お茶をお持ちしたのですが……お邪魔でしたでしょうか？」

「いや、まったく！　君と会えてすごく嬉しい。ありがとう。さぁ、廊下は寒いから中に入って」

　子犬モードで出迎えてくれたため、てっきりクロード様お一人なのかと思ったら、ルシカ様もいらっしゃった。それなのにクロード様が扉を開けてくれたことに驚いたが、それよりも自分の浅慮さを恥じた。

（私、どうしてクロード様と自分の分しか用意しなかったのだろう！　お仕事中なのだから当然ルシカ様がいらっしゃるのに！）

　今日のところは仲を深めるのを諦めて二人のお茶を用意したら退室しようと思っていると、ルシカ様が立ち上がって近づいてきた。

「奥様、私は所用で退室致しますので、お二人でお寛ぎくださいませ。旦那様が奥様のことを気にして職務がままならず使い物になりませんので、奥様のほうから厳しく叱咤していただけますでしょうか」

「え？　そ、そうなのですか？」

「おい、ミレーナに何を吹き込んでいるんだ」

「事実ではありませんか。それでは奥様、よろしくお願い致します」

　言うだけ言ってルシカ様は出ていってしまった。あんまりお話したことがないのだが、自分の主にもズケズケと言っている姿に呆気にとられてしまった。

「変なところ見せてごめん、ミレーナ。とりあえず座って？」

「あ、は、はい！　ルシカ様に気を遣わせてしまいましたよね……。あ、でも先にお茶をお淹れしますね！」

　執務机から離れ、ソファに掛けたクロード様は私がサーブしているところをニコニコと楽しそうに見つめて待ってくれている。そんなに見られると緊張するけれど、メイド時代によくお茶を淹れていたから美味しく淹れる自信はある。

　お茶請けも一緒に出すと美味しいとたくさん褒めてもらい、照れながらも素直に喜ぶと、隣に座っている私の頭を優しく何度も何度も撫でてくれた。

「仕事ばっかりで心が荒んでいたけど、ミレーナが来てお茶を淹れてくれて本当に元気が出たよ。優しいね、ミレーナは」

「い、いえ。なかなかお会いできておりませんので少しでもお休みいただければと、思いまして……。でも、お仕事は大丈夫なのですか？　ルシカ様も進んでいないというようなことをおっしゃってましたけど」

「平気平気。あいつはああやって嫌味を言うのが趣味なんだ」

　そう言うとクロード様は飲み終えたカップをテーブルに置き、コロンと私の膝に頭を乗せて寝そべってきた。

「ク、クロード様っ」

「優しい僕の奥さんに甘えたいんだ。ダメ？」

「い、いえ！　いくらでも、ど、どうぞ！」

　私が断らないことをわかっていて、ダメ？　と聞くこの少しの意地悪を私は狡いと思いながらも嬉しく思ってしまう。自分の膝の上で犬のように甘えるクロード様が可愛くて頭を撫でてあげたい衝動に駆られた。

「あの、頭、撫でてもいいでしょうか……？」

「うん！　許可なんてとらなくていいよ。ミレーナにならいっぱい撫でてほしいな」

　数少ない二人きりのときにだけ出してくれる甘えた声でそう言うクロード様の黒髪を優しく撫でてあげると、私の太ももにスリスリと頬擦りしながらフフッと笑みを零している。

（なんだか昔懐いてくれていた大型犬みたいだなぁ……なんてことは失礼だから言わないでおこう）

「クロード様は何がお好きで何が苦手でいらっしゃるんですか？」

　撫でる手を止めずに聞いてみた。

「ん～？　急にどうしたの？」

「クロード様のこともっと知りたいなって思って」

　そう言うと頭を撫でていた私の手首を優しく掴んで、自身の口元に持っていき、手のひらに静かに唇を落とした。

「僕の好きなものなんて、わかっているでしょ？」

　下から少し悪戯に光る青い瞳が見上げてくる。その表情にジワリと頬に熱が帯びると、それを見て満悦な笑みを浮かべ、もう一度手のひらにキスをするとまた自身の頭へと戻し、撫でて、と言っているかのように目を瞑りながら少し頭を振った。その一連の動きに呆気にとられながらも胸が苦しくなるほどに心臓が早鐘を打った。

「そ、そうじゃなくて、その、好きな食べ物とか、苦手な物事とか、ないのですか？」

「食べ物か。ミレーナが作ってくれたものは全て好きだよ。苦手なものは……香水かな」

「香水ですか？」

「そう。僕、人より鼻が利くから余計にダメなんだ。だからこの屋敷にいる者全員にも香水は使わないように言ってるでしょ？　あ、でもミレーナが使いたいなら無理にやめろなんて言わないよ。でもできたらあまり香りが強くないものがいいな」

「いえ、私も香水をつける習慣がないのでつけないままで大丈夫ですよ」

「それだと僕も嬉しい。君はそのままで最高にいい匂いがするしね」

　少し遠い目をしたクロード様は、また静かに青い瞳を閉じた。私はまた頭を撫でる。

（そういえば、私クロード様に何か作ってあげたことないような……。お出ししているお菓子を私の手作りだと思っているのかな？　違うって言いづらい……）

　クロード様は眠ってはいないはずだが、ずっと目を閉じて夢心地のようにおとなしく頭を撫でられている。

（またあの銀髪が見たいな）

　あの日から一度も見ていない光り輝く銀髪を思いながら撫でていると、ふと思ったことがポロリと口からまろび出た。

「クロード様はお耳が出るということは尻尾も出たりするんですか？」

　尻尾がある姿を想像すると、それが可愛らしくてフフッと笑いながら聞いてみるとクロード様は瞠目しながら固まっていた。





十一　青と黒と銀






　私の質問に答えあぐねているかのように自身の頭を置いている私の太ももを優しく撫でる。少しくすぐったい。

「あー……尻尾は、出ないんだ。僕、中途半端な、獣人だから……耳、だけ……」

「そうなんですね……」

　なんだかこれ以上は掘り下げないほうがいい気がして別の話題を必死に探していると、膝の上のクロード様がクルンと仰向けになった。思わず撫でていた手を小さくンザイするかのように引っ込めた。が、その手を取ってクロード様は自身の頬に当てた。

「勉強はどう？　大変じゃない？　僕の奥さんになったから覚えることも多くてごめんね」

　少し無理やりな話題変更なことはわかっているが、あえてそれは指摘しない。

「確かに大変ではありますけどリズが優しく教えてくれますし、勉強は楽しいです！」

「よかった。君は本当に頑張り屋だね。ずっと前から一日中クルクル働いてくれてて偉いなって思ってたんだ」

　私の答えに弧を描いた瞳で嬉しそうに見つめて、応えてくれる。その青い瞳に少し陽の光が差し込んでいてキラキラしている。

「私なんて、そんなっ！　クロード様のほうがずっと働き詰めですし！　それにここの皆さん全員が働き者ですよ！」

「そうだね。今の使用人は皆働き者で信用できる者ばかりだ。助かっているよ」

　変わらず自分の頬に当てている私の手に頬擦りする。その甘える姿に、私を愛おしく慈しんでくれていることがわかり、胸の内が温かな気持ちになる。

「あとは？」

「え？」

「何か僕に聞きたいことある？　ミレーナと話すの楽しい」

「えと、そうだな……好きな色を教えてほしいです」

「色？　……考えたことないな。好きな色なんて皆あるものなの？　ミレーナは？」

「私は青が一番好きです。基本的にはパステルカラーが好きなんですけど青だけは深い色も好きです」

　それはクロード様の瞳の色だから──なんて恥ずかしい理由ではなく本当に子どもの頃から青が好きなのだ。でもクロード様を好きになってさらに好きになった、というのは確かだ。恥ずかしくて言えないけれど。

「そうなんだね。そうだ。ミレーナは刺繍や編み物が得意だったよね？　今度青の刺繍糸や毛糸をあげるよ」

「ありがとうございます！　刺繍が好きなことをご存知だったのですね」

　そう言うと、私の手に頬擦りしていた動きが一瞬ピタッと止まり、ほんの少し目を見開いたかと思うと少し私から目を逸した。

「あ……いや、そのメイド時代に君がよく刺繍をしていると聞いていたからね」

「そうだったんですか。このお屋敷に来てからはあまり刺繍はしていなかったと思うんですけど……でも知ってくださっていて嬉しいです」

「ま、まぁとにかくすぐに用意するから待っててね」

　そう言って今度は胸ほどまでの長さがある私の平凡な栗色の髪を楽しそうにいじり始めた。その様子も可愛い。

「あの、もし、イヤじゃなかったら、クロード様に何か贈ってもよろしいでしょうか？」

「僕に？」

「はい。あ、でもクロード様が持つにふさわしくないと思ったら捨て置いてしまっていいんです！　その、リズから妻が夫に繕ったものを渡すものだと以前聞きまして……」

「妻が、夫に……嬉しい。楽しみにしてる！」

　その青い瞳を上使いにして笑顔で答えてくれる。まだ見慣れぬ甘い表情の美貌に飽きることなく、紅潮して小さく首肯すると、私しか見たことがないであろう破顔を見せてくれる。

　クロード様はまた体を横向きにして、私に撫でて？　と呟いた。いつも凛々しいお姿なのに私の前でだけこんなに甘えてくれることが嬉しい。

　また優しく頭を撫でながらマジマジとその黒髪見ると、染めているようにはまったく見えずまるで地毛のようだ。あの見事な銀髪がこんなに黒々とした髪になるなんて……。

「クロード様の髪はどのようにして黒にされているのですか？」

　私の質問に、先ほどのようにクロード様が強張ったことがわかった。

（また答えたくないことを聞いてしまったかな？）

「あぁ……これは飲み薬なんだ。少し高いけど市販されているものだから特注とかでもないよ。黒の他にも茶とか金になるやつもある。元は高位貴族や王族が身分を隠して遊ぶために作られたらしい。一度飲めば一週間は黒くなるんだ」

「そのようなものがあるんですね。でもそんなに頻繁に服用してお体は大丈夫なのですか？」

「特に体に害が及ぶものじゃないし問題ないよ。他に服用している薬もないしね」

「そうなんですね、よかった」

　艷やかな濡れ羽色の髪を少し弄りながら変わらず優しく撫でていく。撫でる私も気持ちいいけど、クロード様も気持ちいいと思ってくれているのか表情は穏やかだ。先ほどの強張った顔は見間違いであったのだろうか。

「ミレーナもあんな気持ち悪い色見たくないでしょ？　もう二度と見せないようにするからさ」

　変わらず撫でられることが気持ちいいと、しっとりとした柔らかな表情と口調で自分を卑下する言葉を何の気なしにクロード様は言った。まるで自分が気持ち悪いということが当たり前かのように。

　そのことが私にはひどくもどかしくて、苛立った。

「私は……私はクロード様の銀髪のお姿も好きですっ！　あんな色だなんて、ご自身で言わないで……ほしいですっ……」

　そう言うと、クロード様はゆっくりと起き上がって私の隣に座った。するりと私の頬に大きな手を置いて涙は出ていない眦に優しく触れた。

「ミレーナは本当に優しいね。僕の醜悪な姿を受け入れて、そんな優しい言葉をくれて、妻を実直に務めてくれて嬉しいよ。でもそんなに無理しなくていい。君を妻にしたのは僕の我儘なんだ。君を離すことは絶対にできないけど、君に負担をかけたいわけではないんだ」

　私を射抜くように見つめる青い瞳には嘘偽りが見て取れない。その態度が自分を「醜悪」と思っていることを本心としている。

　わかっていたのに……。いや、わかっているつもりでいただけだった。クロード様の獣人であるという劣等感が根深いことを理解しているつもりで理解しきれていなかったのだ。あの初めて体を繋げた朝、彼がしきりに私の瞼にキスをした理由も、鈍い私は今やっと悟った。──でもこんな当たり前のように卑下しないでほしいと願うのは傲慢だろうか。自分の気持ちが伝わっていないことに焦燥した。

「優しさとかじゃないです！　……そんなものでなくてっ……」

　私の頬に触れてくれている腕を思わず掴んだ。その姿を心底不思議そうにクロード様が見つめる。

「私は、銀髪の獣人姿のあなたを醜悪だなんて微塵も、本当に微塵も思っていないです。だからどうか……そのようなこと言わないでください……私は、クロード様のことが、好き、なんですから」

　頬に触れる大きな手に自分の手を重ねる。その手を包んであげられない自身の小さな手をもどかしく思うが、どうしようもできない。その私を目を丸くしながら見つめて、濡れていない眦を優しく擦ってくれたクロード様は、見たことがある憂愁の笑みを浮かべた。

「君のその優しさを愛おしく思う。でもいいんだ。そんなこと無理に言わなくったって。君が僕の傍にいてくれれば、それだけで……」

　本当の気持ちが伝わらない言葉の歯がゆさに今度こそ悔しさで泣きそうになった。








十二　リズへ相談






　早々にクロード様から刺繍糸をいただいたため、勉強の合間に刺繍に取り組むことにした。クロード様へ贈るため、刺繍も完璧なリズに教わりながら行うことにした。単純ではあるがハンカチを贈ろうと思っている。

「ねえ、リズ」

「なんでしょうか。奥様」

「好きな人に想いをちゃんと伝えるにはどうしたらいいかな？」

　リズは瞠目しながら私に顔を向けた。みるみる顔色が青くなっていき、私は慌てて刺繍の手を止めた。

「リ、リズ？」

「も、も、もしや旦那様以外の方に慕情を……？」

「え？」

「奥様っ！　どうか、どうかお考え直しください！　旦那様の変質で変態さに辟易する気持ちはわかります！　本っ当にわかりますが！　ですが奥様っ！　奥様がいらっしゃらないとこの屋敷に血の雨が……いえ、ヴァレンス伯爵領であるノーセルトが終わります！　ど、どうしましょう。ルシカ様にお伝えしてなんとか止めてもらって……いやっ、とりあえずお考え直しを！」

　このお屋敷で世話になった頃からずっと姉妹のように一緒にいて、リズは常にクールな姿勢を保っていたので、ここまで取り乱しているところを初めて見た。慌てているリズの肩を抱いて落ち着くように必死に伝える。

「落ち着いて！　違うのよ！　好きな人っていうのはクロード様のことなの！」

「クロ……え？　旦那様……ですか？」

「そう。旦那様のこと……」

　リズをソファに掛けさせ、用意してくれた紅茶を勧めるとリズは一気にお茶を呷った。礼儀正しい彼女としては珍しい行動であるが、いささか落ち着きを取り戻してくれた。

「驚かさないでください。国外逃亡するところまで考えました」

「え、なぜ？」

「奥様が他の殿方に告白なんぞしましたら、この地の人間は旦那様に殺されます。お傍にいた私など一番初めに殺されましょう。少なくともこの屋敷の人間とノーセルトの男全員は殺されます」

「なんで!?」

　リズはお茶をおかわりして今度は綺麗な所作で口を付けた。

「えぇっと、旦那様に慕情を伝えたいということでしたね」

「うん……どうすればいいかな？」

　侍女とはいっても、ずっと一緒に働いていた仲間であり先輩のリズには、二人でいるときは気兼ねなく接したいと伝えている。メイド時代も何かあればまっさきにリズに相談していたために、今回もリズに頼ってしまう。

「別に何もしなくても問題ないように思いますが。そのままストレートに好きとお伝えすればよろしいのでは？」

「言ったのよ！　好きですって。でもなんでか伝わらなくて……」

「拗らせてるんだろうなぁ……。では奥様はお気持ちを言い続ければよいのでは？」

「なんか投げやり……そもそもリズは驚かなかったの？　私が急に女主人になるだなんて。他のみんなもすんなり受け入れててビックリした」

「奥様がここで働き始めたときから既に伺っていたお話でしたので」

「え？」

　今なんと？

　私がこの屋敷に来たときから結婚が決まっていたっていうこと？　でも私ここに来たの結構前なんだけど……。

「旦那様と奥様の間でどのような会話がされているのか存じ上げませんが、旦那様がどれほど奥様のことを愛していらっしゃるか、というのはここにいる一同重々、本当に重々承知しております。特に私は一体何枚報告書を上げたかわかりませんもの……」

「報告書？」

「いえ、お気になさらず。でも、伝わらないということであれば行動で示すしかないのでは？」

「行動かぁ……」

　行動で好意を表すとはどうすればいいのだろう。一応贈り物として、今こうしてハンカチを刺繍しているわけだけど、何かを贈るということは既に伝えてしまっている。

「単純ですが、奥様から閨に誘われたらいかがです？　初夜以降一度も寝所を共にしておりませんし」

「えっ！　私から？」

　そうなのだ。実は初夜以降、閨どころか寝室も別だ。私もこれでいいのだろうかと少し思ってはいたのだが、忙しいだろうからと思い自分からそれを話題にすることはなかった。ただ正直言うと新婚であるし、クロード様の気持ちは私に向いていてくれることからもっとガツガツ来られるかと思っていたため、拍子抜けというか少しガッカリというか……。

（もしや初夜で私は何か変なことをしてしまったのかもしれない。それで、私のことは好いてくれていても閨を共にはしたくないとお思いなのかも！）

「そ、そうよね。新婚なのに初夜しかしていないってありえないわよね？　私変なことしたのかもしれない。リズが殿方におまかせしろって言ってたからおまかせしていたけれど……。もう私とはしたくないってお思いなのかもしれないわ」

「断言します。そんなことありえません。そして奥様に誘われたら旦那様はきっと踊り狂うほどに喜ばれるでしょう」

「お、踊り狂う？　それはいくらなんでも大げさよ……」

　リズはクロード様の子犬モードは知らないはずよね？　冷徹なこの屋敷の主を普段見ておきながら、その御方が狂喜乱舞する姿なんて思い浮かばないはずだが？　確かにクロード様はこの屋敷の人には優しいけれども。

「私としてもそろそろ旦那様が怖いので奥様に鎮めてほしいです」

「怖い？　私がお会いしたときは全然そんなことなかったけど」

「そりゃあ、奥様の前では機嫌が悪いところなんて見せませんよ」

「そ、そうなの？」

「……恐らくどう誘っていいかわかんなくて悶々としているんだろうけど、不機嫌オーラがほんとに怖いんだよなぁ。ほんと初恋拗らせてる人めんどい」

　ボソッと誰に聞かせるでもないほどの声量でリズが呟いた。

「え？　リズごめん。聞き取れなかったわ」

「いえ、何でもございません。とりあえず本日、旦那様をお誘いして胸の内を伝えればよろしいのでは？　別に事を致さなくても話し合うだけでもよろしいかと思います。ご準備に関しましてはこのリズにおまかせを」

「わ、わかった！　お願いするね！　私もがんばる！」

　その夜、リズを筆頭としたメイドたちに綺麗に体を磨かれた私は、軽めのアルコールのシャンパンを持ってクロード様の寝室を訪れた。








十三　夜の訪問






　クロード様の寝室を訪れるとクロード様はニコニコしながらも僅かに焦っているかのような表情で出迎えてくれた。入浴は既に終えているようで緩いガウンを身に付けているだけだ。そのガウンが体の逞しさを現しているようで少し薄暗い中に佇む姿は何もしていないのに色気を感じさせ、たじろいでしまう。

「どうかしたの？　ミレーナ。君から来てくれるなんて」

「急にお邪魔してすみません。でも食事のときとお茶をお持ちするときぐらいしかお会いできないから」

「ごめんね、新婚なのに。冬支度でどうしてもこの時期は立て込んでしまってて。もう少ししたら落ち着くから、そうしたらもっと会う時間も増えるから」

「そうですよね、お忙しいときにすみませんっ」

　私を迎え入れ、カウチに横たわってくつろぐクロード様の隣に腰掛けると、顔を覗き込んでニコニコしながら頭を撫でてくれる。ガウンから覗く胸板にドキドキして目のやり場に困ってしまう。

「ううん、元はといえば僕の仕事が全然捗ってなかったから、そのツケがまわってるだけだから」

「そういえばおっしゃってましたね」

「ミレーナと結婚できることが嬉しくて。そして君が奥さんになってくれたことがもっと嬉しくてね。でも今はミレーナと冬をゆっくり過ごすためにがんばってるんだ。僕、偉い？」

　私の腰に手を回して聞いてくるクロード様は完全に子犬モードだ。思わず少し湿っている黒髪に手を伸ばして撫でてあげるとギュッと抱きしめ、私の胸に顔を埋めスリスリしてきた。

（可愛い……）

「はい。クロード様は偉いです」

「嬉しい。もっと撫でて？　ミレーナに撫でられるのすごく好き」

　食事の際は他の人の目があるからなのか、クールな表情で口数も少ないクロード様しか見られないため、二人きりで子犬モードになってくれるのは嬉しい。私の胸に埋まったままの黒髪を梳くように撫でてあげる。

（でも、やっぱりあの銀髪を撫でてあげたいな。獣耳姿もまた見たいな……）

「ハァッ……ご主人様は本当にいい匂い……柔らかい体……おっぱいふわふわ……でも少し細すぎるな」

　私の胸元でブツブツ言っている言葉はしっかりと私の耳に届いてしまっていて恥ずかしい。あとスリスリされるときに胸の先端をかすめるから僅かにビクッと体が反応してしまう。

「ク、クロード様はどうして私のことをご主人様って呼ぶのですか？」

「んー？　あぁ、気にしなくていいよ。僕は獣で、僕に命令できるのはミレーナだけ。だから君がご主人様。そんな感じに思っていてよ。この呼び方、嫌だった？」

「嫌じゃないんですけど、クロード様のご主人様って恐れ多いというか……私はご主人様じゃなくて妻なわけですし」

　胸元が軽くなったと思ったらクロード様が顔を離し、私を抱きしめたまま顔を覗きこんできた。その表情は喜色に染まっている。

「そうだね。君は僕の妻だ。それでいて僕の女神で僕のご主人様なんだよ」

　リップ音を鳴らしながら頬にキスをしてくれるクロード様はずっとニコニコしている。持ってきたシャンパンに酔ったわけでもなさそうなのに目元が赤い。なんだか淫靡な雰囲気になってきたことに緊張してきた。

「ねぇ、ミレーナ。そんないい匂いさせて、可愛い格好して寝室に来たってことは僕のこと誘ってるってこと？」

「っ！　ぁ……そ、それは……」

（なんだかものすごく期待しているように思われた気がして恥ずかしいな）

「ほんっとに僕のご主人様は可愛い！」

　今度は肩口に顔を埋めスリスリと顔を擦る。と、同時にスーッという音が聞こえていることから匂いを嗅がれている気がする。そのことが気恥ずかしくてクロード様のガウンをキュッと掴むと抱きしめられている力が弱まり、耳にフッと息を吹き込まれた。

「──ヒャッ！」

「緊張してるの？　もう僕に全部見られているのに」

　トプトプと耳に注ぎ込むように囁かれる。そのことに体がピクッと反応する。その様子にクロード様が蠱惑的な笑みを浮かべた。

（このままではほだされて流されてしまう！　今日の目的はちゃんと気持ちを伝えることなんだから！）

「ま、待ってください！　今日は、クロード様にお伝えしたいことがあって……」

「伝えたいこと？」

　僅かにクロード様の声が固くなったように思えた。私の両肩を優しくつかみながらも訝しげな表情で私を見やる。

「伝えたいことって、何かな？　……もしかして僕から離れたいとでも思った？　言っておくけどその願いは聞けないよ。君はずっと僕の傍に置く」

「ちがっ！　その、逆というか……」

「逆？　じゃあ僕とくっつきたいってこと？　それなら歓迎だよ」

　そう言うと蕩けるような笑みを向けながら私の茶色い髪を耳にかけ、その手はそのまま顎へと下がり顔をクイッと上向かせる。鼻先がくっつきそうなほどの距離で甘やかに私を見つめる青い瞳に見惚れていると、そっと唇を食まれた。

「っ！」

「僕と離れたいんじゃないんだよね？」

　射抜くような瞳と目を合わせながらコクコクッと小さく頷くと安堵したように微笑み、今度は頬に口付けをくれる。

「じゃあ何？　僕に伝えたいことって。教えて？　ご主人様」

「あの、私、その……」

　リズから行動で示せとアドバイスをもらい寝室に来たけれど、結局言葉で伝えなければいけない自分の芸の無さに呆れてしまう。

（それにしても告白ってこんなに緊張するの？　いや、クロード様が私を好きでいてくれているのはわかっているんだけども！　そもそも夫婦なのだけども！　それでも緊張する！　あと距離が近い！　──でも、獣人のクロード様も好きって言えば喜んでくれるかな……？）

　私の頬を撫でたり、髪を梳くクロード様の表情は甘やかだ。目が合うだけで至高の喜びかのような表情がどんどん糖度を増していく。

「あの、私の本当の気持ちを知ってほしいんです。だから私の言葉、嘘とか、……優しさとか、そんなふうに思わないと約束してくれますか？」

「わかった。約束するよ」

　間髪入れずに返答されたことに少し意表を突かれたが、これで勇気を持てた。少し息を吐いてからまたその青い瞳を見やる。




「好き……です。私、クロード様のことが好き……です」




　ちゃんと目を見て伝えきりたかったのだが、結局尻窄みとなり羞恥で目も瞑ったままの告白になってしまった。でも、ちゃんと伝えられた。

　だが、何も反応がない……。

　どうしたのだろうかとほんのり薄く目を開けてみると、いつの間にか俯いていたのだろうか、自分の膝の上で固く握られた拳が目に入った。いまだ何の反応もなく恐る恐る顔を上げると、銀髪に獣耳が生えたクロード様が顔を真っ赤にして呆然としていた……。








十四　獣の僕は（クロード視点）






　夢かと思った。

　今夜、部屋に来てくれたのは妻としての務めを果たさねばならないとと思っている真面目な彼女の義務感からだと思っていた。

「あ、クロード様っ、またお耳が……」

「うわっ！　ごめん！　ちょっ、待って、うわ、髪もっ！　く、薬！　ちょ、ちょっと待ってて！」

　前回と同じように耳を隠すような仕草をして黒髪になる薬を取りに行こうとしたが、ミレーナがギュッと抱きついて僕の動きを止めた。

　正直全然振りほどける力ではあるが。

「ミレーナ？　ごめん、すぐ黒に戻すからちょっと離して？」

「ダメ！　ダメです！　そのままでいてください！　とりあえず座ってくださいっ！」

　この姿を見せたくないから早く黒髪の人間の姿に戻りたいのに、混乱して耳すら引っ込めることができない。必死に自分にしがみつくミレーナを見て、ひとまずカウチにまた腰掛けると僅かにミレーナが安堵した。だが再び僕が立ち上がらないためなのか僕の両手はミレーナの手に拘束されている。

（なんだこの拘束。力弱すぎて可愛い。手小さい。柔らかい。ある意味振りほどけない！）

（──え、というかミレーナが僕のこと好きって言った？　それはベッドの中だけの言葉だったはず。その言葉は彼女の優しい嘘だったはず。でも彼女は本当の気持ちだって前置きしてくれた。嘘でも優しさでもないって……。何これ、現実？　ミレーナが？　僕を？　好き？　獣人の僕を……）

（あ、でも違う。黒髪のときに言ってくれた。そうだ。「人間」の僕を好いてくれたのか。たっだら尚さら「獣人」の今の状態をなんとかしないとっ！）

　名残惜しいがこの柔手を解いて再び立ち上がろうとしたが、その手がさらにギュッと僕の手を握った。

「クロード様！　黒髪に戻しちゃダメです！　耳も、そのままでいて！　引っ込めないで！」

「でも、せっかくミレーナが『人間』の僕を好きって言ってくれたのにこれじゃあ……」

　そう言うと握られた手が微かに震えながらもさらに力がこもった。彼女を見るとフーッと息を吐き、茶色い瞳をまっすぐ僕に向けている。

「好き、です。クロード様。私は、あなた様が、好き、です」

　薄い寝衣の隙間から見える白い肌が熱を持ったように赤くなっている。その様子にゴクリと生唾を飲んだ。

「うん……。うん。すごく嬉しい。僕もミレーナが好きだよ。だから早く人間の姿に戻るから……」

「違うんです！　……私、クロード様の全部が、好き……です。黒髪でキリッとしてお仕事されてるときも、銀髪でお耳が出てて私に甘えてくれるときも……全部」

　恥ずかしがり屋の彼女が、僕をただまっすぐ見つめる。

　たどたどしくもきちんと僕に言葉を紡ぐ彼女の瞳が水面のように揺れている。それでも僕を見ている。銀色の髪をして、頭に間抜けな獣の耳が乗っている僕を、まっすぐ見てくれている。伝えようとしてくれている。

　胸の奥にある自分を支える芯をギュッと掴まれているようで苦しい。この苦しみがなんと甘く心地よいことか……。

「ミ、ミレー……」

「だから！　しょ、初夜で私が変なことをしちゃってたなら、教えてほしい、です。クロード様に……す、好きな人に、嫌な思い、させたくない、です。全然知識もないし、もちろん経験だってないから、変に思われてもしょうがないです。こ、これからいっぱい勉強、します！　だから……だから、その、私との閨を嫌がるのはやめてくださいっ！」

「………へ？」

　先ほどから予想外な言葉ばかりで、自分から発せられたとは思えないほどの間抜けな声が出た。

　ミレーナは恥ずかしいのか、とうとう目をギュッと強く瞑ってしまった。だが変わらず手を繋いでくれている。やはり少し震えているけれど、離すものかというほど強く、僕の手を握ってくれている。

（僕がミレーナとの閨を嫌がる？　いや、最近は嫌がるどころかどうやって黒髪の状態を保ったままできるか考えて、考えすぎて二度目を誘うタイミングを逃して悶々としていたのだが……。どうしてもミレーナが可愛すぎて獣人姿になってしまうからまた目を瞑ってしてもらおうかとも思ったが、やはり彼女の目を見ながら、見つめ合いながら睦み合いたい。そのために精神でも鍛えようかと思っていた。今日はもしできたら嬉しいけれど……。そういえば悶々としているときに、ルシカからその不機嫌さをどうにかしろと苦言を呈されたな）

（──もしかしてミレーナも僕としたいと思ってくれていた？　僕のことを待っていた？　でも僕がウジウジしていたから今日こうやって酒を持って部屋に来てくれたのか？　そして僕に……獣人の僕に好きだと伝えてくれて……）

──グワッと何かわからない、でも温かいものがこみ上げてきた。

　とにかく今、自分がわかるのは、今明確なのは──目の前の彼女が愛おしすぎて、本当に食べてしまいたいほどだ、ということだ。




　ミレーナ。好きだ。好きだ好きだ好きだ好きだ。本当に、君のことが好きだ！




　自分の中の激情を悟られないようにゆっくりと繋いでいる手を自分の口元に持っていき、手の甲に唇を落とした。ハッと目を開けて自分の手にキスされているところを見たミレーナの顔は変わらず赤くて眦に涙が溜まっている。

「ク、クロード……様……あの、私の、いたらないところを……」

「──愛してる」

　僕の言葉に彼女からヒュッと息を飲む音がした。

　ミレーナは顔を少し赤らめ、眉を下げて涙を浮かべて、何かを我慢しているかのようだ。この顔をきっとつい先刻までの僕は、獣人姿の自分に怯え、怖がっているように見えただろう。

──だけど僕は確信した。

　彼女が全然怯えていないことを。怖がっていないことを。僕を嫌がっていないことを。

　繋いでいる手から、その困惑した目から、僕を愛おしいと思う気持ちが伝わっていることを、愚かな僕はたった今理解した。

（そうだ、彼女は始めから言っていた）

　嫌がってない。離れない。好きだ、と。

　僕は勝手な自己否定感で彼女の言葉を、何より愛しい人の言葉を歪曲していた。愛の言葉を伝えてから固まってしまっている僕を必死に繋ぎとめようとする小さな手に口付ける。

「これからは、全身全霊でミレーナを愛していいんだね」

「え？　今までは……？」

「めちゃくちゃ抑えてたんだ。君からの気持ちは望めないと思ってたから、僕の全力の想いが君の負担になると思って。でも違うんだよね？　ミレーナからの愛を僕は望んでいいんだよね？」

　手の甲へのキスが前腕へと上がっていく。その白い前腕に唇を添わせ、ほんの少し吸っただけで柔肌に赤い印がついた。

『僕の印』──ミレーナは僕のもの。ミレーナの気持ちも、僕のもの。僕だけのものだ。

　そう思うだけでうっそりとほくそ笑むことを止められない。

「僕のご主人様」

　ねっとりとした視線で赤い印を見てから、自分の視線は上がっていく。その首、その唇。その頬、その瞳、全て僕のものだ。

　真っ赤になりながらも獣人姿の僕を変わらずまっすぐ見てくれる彼女に溢れるような愛おしさと途方もない飢餓感を感じた。こんなに悍ましい姿をじっと見られることが、こんなにも──興奮することだなんて。

「僕のご主人様。さっきの言葉、もう一度言って？　君が僕を、この醜い僕をそう思っているのか、もう一度言って？」

　二人しかいない部屋であるはずなのに、内緒話のように彼女に囁く。僕の言葉、仕草一つでさらに顔を赤くして、羞恥の涙が増す彼女がほんの少し笑みを浮かべた。

「好き、です。どんなあなた様も、黒髪も銀髪も、お耳がある姿も、全部……全部だいす……ンンッ！」




『待て』のできない獣の僕は、ご主人様の言葉を最後まで待たずに、その赤い唇に貪りついた。








十五　体の不足と心の充足（前半ミレーナ視点・後半クロード視点）






「ひぅっ！　……ま、待ってぇ……ッ……そ、そこ、……もっ、ンン！　っゃあ……まっ、てぇ！」

　もうソコを舐められてからどれくらいが経っただろうか。いや、クロード様が私の体を舐め始めてからだともう途方のないような時間が経ったように思う。

　私の秘部をしゃぶりつくすクロード様はナカに舌を入れて直接蜜を舐めつくそうとしたり、秘蕾を口に含み口内で舐め回しながらナカに長い指を入れてかき混ぜたりをずっと、本当にずっと愉しそうに繰り返している。

　銀髪も獣耳もしまわずに私を舐めるその様が本当に獣のようで、なんだかすごく興奮している自分がいる。もちろん言えないけれど。──だがそれにしたって長い。とにかく長い。

　既にシーツは何度か噴いてしまった私の水でビショビショで、私たちの体も汗なのか私の水なのかわからないものでしっとりと濡れている。長い指と柔らかく熱い舌から絶えず繰り出される暴力的な甘い刺激に疲労困憊となってしまい、思わず自分の秘部に埋まっているクロード様の銀髪頭を押すと、やっとそこから顔を離してくれた。

「はっ……はあ……はぁ……く、くろ……さまっ……」

「感じすぎて疲れちゃった？　あぁ、可愛い……。でもねご主人様、僕は全っ然足りない。もっと舐めたい。初夜では舐められなかったし、もっと君を気持ちよくさせたいんだ。いいでしょ？　いいよね？　こんな獣の僕もミレーナは好きで受け入れてくれるんでしょう？」

（言ったけども！　獣人のクロード様のこと、ほんとに大好きだけども！　でもでも！　こんな体中舐められるなんて！　まさか手足の指一本一本しゃぶられて、指の間すらも舐められるなんて思わないじゃない！　髪にも頭にもたくさんキスされて文字通り頭のてっぺんから爪先まで舐められるなんて思わないじゃないっ！）

──そしてもちろん、今まさに秘部は本っ当に時間をかけて舌で愛撫されている。

「す、き……だけどっ……ッ、そ、そんな……されたらっ、と、溶けちゃ……」

「あっはは。溶けちゃうの？　可愛いなぁ、もう。僕も大好きだよ、ミレーナ。大好きな君のココ、優しく弄ってあげるから、いっぱい溶けて？　ご主人様」

「ッンン……ぁ……だ、だめぇ……」

「ダメなの？」

（また来た！　ダメ？　攻撃！）

　眉も耳も垂れ下げて聞かれたら拒否なんてできないことを、たぶんクロード様はわかっている。それが悔しいのに、その意地悪が甘い疼きをさらに生む。

「んあっ……そ、そこ……ッ、ジ、ジンジン……す、るの……ねっ、だからっ……もぅ……」

「そうだね。ミレーナのここ、ぷっくりして可愛い」

「ひゃわぁっ！」

　熱い舌先でぺろりと秘蕾を掬うように舐められただけで、私の体はビリビリと甘い雷に打たれたかのように反応してしまう。

「あぁ……可愛い。全部可愛い。ほんっとうに可愛い。僕のご主人様最っ高に可愛い……」

　いまだ甘い雷の余韻でビクビクと震える私を恍惚とした表情で見るクロード様は、また私のナカに指を入れた。

「んあぁっ！　も、やあっ……ま、また……ハゥッ……っ、ぁ……イッ、イッちゃ……っ……くろ、クロード、さまぁ、あっ、ん！　……いっ、いっちゃぁあっ……～～～～っ！」

「またイッちゃったの？　ミレーナ」

　コクコクと必死に頷く私は、今与えられている強烈な快感をなんとか逃がそうと抗っている。それを許さないと言うかのようにナカには何本かの指が入り、甘く優しく暴れている。

「またイッちゃったからココの印増えちゃうけどいいよね？　我慢できないんだもんね？」

　そう言いながら自分の顔を挟むように開かれている私の太ももの内側を軽く指でノックする。私が達するたびに内ももに赤い所有印が付けられていて、印はすでに片脚ではすまず、両太ももに赤い印が数多く咲いている。

「だぁ～～～～ってぇ……クロ、ドさまがあぁ……ッ、ひぅ！　……あぁあっ、アッ！　……またっ、だめっ、っまたぁあ……いくっ！　イッちゃ、うぅぅうううぅ！」

　ビクンビクンと震えながら、爪先で濡れたシーツを蹴ると、間髪入れずに何度目なのかわからない絶頂がクロード様からもたらされた。

　内ももに新たに二つ赤い印をつけてから体を起こし、強烈な快感の余韻でガクガクと震えている私を悦楽の表情で見つめ、私のナカから抜いた指を美味しそうにしゃぶっている。クロード様はくったりとする私とは違って全然余裕そう、というよりメチャクチャ愉しそうだ。

「指だけだったのに連続でイッちゃうなんていけないなぁ。本当は僕が味わいながらご主人様にイッてほしいのに。ねぇ、ミレーナ。あと何回イケそう？　もっともっと、たっくさん僕で気持ちよくなって？　トロトロのグズグズになった君が見たいんだ。もちろん印をつけてあげる。太ももに収まらないほどいっぱい、イカせてあげるよ？」

「もっ……むりぃ……はぁ……はっ……」

「あぁ、そんなグチャグチャの顔で僕を見てくれるなんて……ほんとに最高に可愛い、僕のご主人様」

　いまだビクビクと体が動き、呼吸を急ぐ私にそれを阻害するようにキスをする。舌が入り込み、酸素を急ぎでほしい私をよそにナカを舐めつくすような動きで口内を蹂躙じゅうりんしていく。疲れきっていることと苦しいことで舌が満足に動かせない私とは裏腹にクロード様は嬉しそうにキスに陶酔していく。

（──あぁ、キスが苦しいのに、でも気持ちよくて、なんだか眠く……）

　そう思った瞬間に、私の意識は途絶えた。




　＊　＊　＊




「あれ？　ミレーナ？」

　キスの途中でペタン、と彼女の拙い舌の反応が途絶えたのを感じて顔を離すと、くったりとしながら寝息を立てているミレーナがいた。

「無理させすぎちゃったのか、ごめんね」

　汗なのか彼女の潮なのか蜜なのか、全身グッショリ濡れて髪は顔に張りついてしまっている。寝ている彼女の唇にキスをしてから、顔と体をたっぷりと舐めてあげた。

（ミレーナの汗も潮も蜜も全てが甘い。そしてミレーナに僕の匂いを染み込ませたい）

　呪いのような念を込めながら、寝ている彼女にねっとりと舌を這わしていく。この気持ちは獣の本能からくるものなのだろうか。

　ある程度満足し、このまま寝かせると彼女の体が冷えてしまうと思い、裸のミレーナを片腕で抱き上げ、こめかみに唇を落としてから寝室に隣接しているシャワー室へと連れていく。

「ミレーナ、軽すぎ……ちゃんと食事とっているのか……？」

　起きないように優しく丁寧に体を洗ってあげる。くたりと自分にもたれかかっている姿と自分がつけた太ももの印を見てうっそりと笑みが零れてしまう。ミレーナの体を洗い終え、自分の体は適当に洗ってシャワー室を出た。すぐに厚手のガウンを着せて、一旦カウチに横たわらさせ、濡れたシーツを取って新しいものと交換してからミレーナをベッドに寝かせ布団をかけてあげた。

　そして手に持つグッショリと濡れたシーツに顔を埋めて匂いを堪能する。

「……はぁ、やっぱりいい匂い……このシーツもちゃんと保管しないと」

　匂いを堪能したあとに眠るミレーナの横に寝そべり彼女自身の匂いも味わいながら寝顔を覗く。顔にかかっている茶色い髪を耳にかけてあげると「ん……」と小さく声を漏らしながら僕の胸元にモソモソともぐりこんでくると、安心したかのように眠りながらフニャリと笑った。

「っ！　……かっわいい……」

　僕の傍にいることに安心感を得てくれている。それがどんなに嬉しいことか、きっとミレーナはわかっていない。僕が今日の愛撫ではまったく足りていないほどにミレーナへの情炎を抱いていることを、ミレーナは知らない。

　ミレーナの頭頂部に鼻を当て、ゆったりと匂いを嗅いでから唇を落とす。この匂いを瓶に詰めていつでも嗅げるようにできたら仕事も捗るのに。あぁ、でもこの匂いを嗅いだらミレーナを抱きたくて仕事に手が付かなくなるかもしれない。

　ミレーナが着るガウンの裾を少しめくり、まだ隆々とそびえ立つ自分の男根を下着を穿かせていない彼女の秘部に近づけ、太ももの根本で挟んでもらう。濡れてない、けど温かくて気持ちいい。

　僅かに腰を動かしてみると「ぁ……」と小さく声を漏らしてくれたが、起きる様子はない。男根を挟ませたまま彼女が離れないように強く抱いて、体の不足感を遥かに上回る心の充足感を感じながら僕も眠りに就くことにした。








十六　白銀のユキ









　広大な酷寒の地、ノーセルトは大方ずっと吹雪で荒れている。人の住めるような土地ではないが、雪は降るが吹雪かない地もあり、人々はそこで暮らしている。

　私の家は、店で賑わう街から少し離れた場所にポツンとある小さな家だった。この地に住む男の人は大抵が狩猟を生業とするが、父は体が弱かったため製氷の仕事をしていた。ノーセルトの氷は夏も溶けないことから人気を博していたが、氷職人はなかなかの重労働にもかかわらず収入は少なかった。

　そのため、母は冬の間は家で編み物や刺繍をして、夏になると大量に作ったそれらを避暑に訪れる観光客に売ったり、夏季限定で賑わうレストランで働くなどしてお金を稼いでいたがそれもたいした稼ぎにはならなかった。

　私はそんな二人を支えるべく家事の助けや母に刺繍を教わりながら手伝いをしていた。とても裕福とは言えないが私は心優しい両親に育てられていた。




　一年のうちでとても短く、過ごしやすい夏の季節、私は決まって家から少し歩いたところにある湖の畔にある小屋で過ごした。もう使われていないこの小屋は私だけの秘密基地で、家からお菓子を持ってきて窓から湖を見ながら食べたり、近所の子にもらった本をそこで日がな一日読んでいた。

　貧しくて学校に通えない私は夏の日中、母も仕事でいないために手伝えることもなく、寂しさを紛らわせるために景色のよいここに来るようにしていた。

　その日も、変わらず本とお菓子とお茶を持ってその小屋を訪れた。

　ドアを開けると、小屋の中に雪が積もっていた。

「──雪だ……」

　ポツリと零した言葉に反応したように、その雪がムクッと動いた。

　それは雪ではなく、新雪のような白銀の毛色の大きな犬だった。

　こんなに綺麗で大きな犬を見たことがない私は慄くどころか嬉しかった。私を静かに見つめるその深い青い瞳さえも綺麗で撫でようと思わず手を伸ばすと、犬は驚いたのかビクッと後ろに飛び退いた。

「あぁ、ごめんね！　撫でようと思っただけなの。何かあげられるもの……クッキーってあげていいのかな？」

　持っていた木の実のクッキーを手のひらに乗せ、犬の前に出してみたが警戒しているのか近づかない。

「怖くないよ。私が作ったクッキーだから形は変だけど美味しいよ！　一緒にクッキー食べよ？」

　変わらず一定の距離を保つ犬は、どうやら警戒心は強いけど私を噛んだり襲ったりするようなことはしないみたいだ。クッキーをあげることは諦めて小屋の隅にある小さな古い椅子に座った。そこはいつも私が座る特等席で、横を向けばすぐに窓があり湖が見える。

「私はミレーナって言うんだ。ワンちゃんはお名前はあるかな？」

　話しかけるが、当然返事はない。

（私が名前付けちゃおう！）

「じゃあ雪みたいだからユキね！　ユキはどこから来たの？　こんな綺麗なワンちゃん見たことないから山のほうから来たのかな？　よく今まで男の人たちに捕まらなかったね」

　ユキは小屋から出ていこうとは思わないのか、私と一定の距離を保ったまま伏せている。それから私は持ってきた本は読まずにずっとユキに話しかけていた。自分の両親のこと、自分の好きな食べ物、最近読んだ本の内容など取り留めのないことを。

　それらをユキはつまらなそうにしながらもその場から動かずに、ずっと聞いてくれていた。

　気付くとそろそろ景色がオレンジ色に変わってしまう一歩手前まで太陽が傾いていた。昼間働く母がそろそろ帰ってくる時間だった。

「もう帰らないと。ユキまた会える？　私は夏の間はだいたい毎日ここに来るからユキも来てくれたら嬉しいな」

　そう言ってまた撫でようとしたがまたビクンと飛び退いてしまい、結局撫でられずにユキを残して小屋を出た。

──その日から私とユキの小屋での逢瀬が始まった。

　ユキは賢いようで数日後には私を認めてくれたのか撫でさせてくれた。椅子に座りながら私のももに頭を乗せてくれるようにもなって、そのサラサラとして柔らかい銀の毛を撫でてあげることが好きだった。

　それは私が七歳の夏の出来事であった。




　ユキはそれから毎年、小屋に来てくれた。

　夏のほんの僅かな間だけだが、どこからかひょっこりと小屋に現れてすっかり慣れた私に甘えるように擦り寄ってくれて、私に撫でられることを心地よさそうに受け入れてくれていた。そして私の持ってきたクッキーを一緒に食べてくれ、変わらず私の話を聞いてくれた。

　ユキと出会ってから私の環境は大きく変わっていった。

　一番の要因は体の弱かった父が亡くなったことだ。

　体の弱い父は重労働である製氷の仕事に限界がきていたのだろう、風邪を拗らせてあっけなく亡くなった。それはユキと初めて会った年だった。

　悲しみにくれることも許されず、母は働き詰めになった。

　夏は変わらずレストランの仕事と刺繍を売る仕事で朝から晩まで働き、冬は夜の間だけ酒場の裏方として働いて昼間は刺繍作業を行う。私はというと、母を支えるべく家のことを全て行いながら刺繍の手伝いをしていた。

　夏はまったく家に母がおらず、寂しさを募らせる私の唯一の楽しみがユキとの逢瀬だった。その寂しさのせいでなのか、いつしか私は必ず帰るときにユキに言う言葉があった。

「ユキ、明日もちゃんと来て。必ず来てね。待ってるから絶対に来てね」

　ユキは私のこの言葉に必ず「クゥン」と返事をしてくれた。だが夏が終わりに近づくとユキは私の言葉に返事をしてくれない。そして返事をしてくれない次の日からユキは決まって姿を現さなくなってしまうのだった。

　毎年、夏のほんの少しだけ会える白銀の犬の毛を撫でるゆったりとした時間。私にはそれだけが楽しみであり支えでもあった。

　それなのに、ユキはある日、ぱったりと小屋に来なくなった。前日まで私の言葉に返事をしてくれていたというのに。本当にぱったりと。まるで雪が溶けてしまったかのように、ユキは私の前から姿を消した。

　それは私が十歳の夏の出来事であった。








十七　夢のあとに挟んだものは






　ユキが来なくなって二年が経った十二歳の冬、そろそろ春がやってきて積雪はあるが雪が降ることはなくなるであろう頃、母が亡くなった。

　それは当然であろう。母は本当に休みなく文字通り朝から晩まで働いていたのだ。

　父が亡くなってから、私は母が眠っているところを見たことがなかった。少し具合が悪いことはわかっていた。同僚の方も心配をしてくれて滋養のある薬をくれたらしいのだが、その薬は私のためにとっておいてくれ、自分は飲んでいなかったことに亡くなったあと気付いた。




　その日、いつもなら冬の間働かせてもらっているお店に行っているはずの時間なのに、母はテーブルに突っ伏していた。

　てっきり寝過ごしているのだと思い、起こそうと体に触れた瞬間、棺の中に入った父に最後に触れたときのような嫌な冷たさを感じ胸の奥から一気にヒュッと冷えたような気がした。

　動かなくなった母を前にして、私は呆然としてしまった。そして母が無断欠勤をしていることを心配して、薬をくれた同僚の人が家まで様子を見に来てくれて、突っ立っている私と冷たくなった母を発見してくれた。

　そこからの記憶は曖昧で、気がつけば数日が経ち、葬儀が行われ母は土へと還った。

　雪が降っていないとはいえ、まだまだ寒い時期であるのに葬儀には多くの人が参列してくれた。大きい街であるが酷寒の地は人との繋がりが強いのだろうか。参列してくれた人は皆私のことを知ってくれていたが、私は知らない人がほとんどで申し訳なかった。でも母は優しい人であったし接客の仕事をしていたから、その縁でこの人たちは来てくれたのだろうと思うと悲しいながらも母が愛されていた事実が嬉しかった。葬儀のお金もその人たちが出し合って工面してくれたことをあとから聞き、教えてくれた人に必ず返すと申し出たが、断固として受け取ってはくれなかった。

　葬儀が終わりかけの際に、見たことのない男の子がいた。

　私より少し背が高い茶髪の少年で、少し茶色いレンズの眼鏡をかけていた。同じ年くらいの子の顔はある程度知っていると思っていたが、その子は本当に一度も見たことがなかった。

　彼はあまり体に合っていないダボダボの服を着ていて、激しい運動でもしてきたかのように髪も息もかなり乱れていた。その子は何も声を掛けず、いまだ呆然としている私を茶色いレンズの向こうで辛そうに、だが優しい眼差しで見つめポンポンと優しく頭を撫でてくれた。

「……っ」

　それがなんだかとても嬉しくて、今まで流れていなかった涙が弾かれたように一気に溢れてしまった。それまでもたくさんの人に頭を撫でられ、抱きしめられ、優しい言葉をかけてもらったのに、私は見知らぬ男の子のその手の優しい熱で滂沱した。

　参列してくれた人たちが次々と私を慰めてくれている間にその茶髪の少年はいつのまにかいなくなっていた。

　天涯孤独となった私を哀れに思ってくれたのか、私と亡くなった母を発見してくれたあの恩人が話しかけてきた。

「ミレーナちゃん。私の親戚がここの領主様の屋敷で働いているの。その人に頼んでメイドとして働くことができれば衣食住はしっかり保証されるはずだから、そこで働いてみない？」

「私のような学校も行っていない学のない者が領主様のお屋敷で働くなんてできるのでしょうか……」

「絶対大丈夫よ！　詳しいことは後日親戚に聞くから絶対に行くのよ！　住み込みになるから家の片付けもしないといけないし、大変そうならいつでも呼んでね。いい？　本当に絶対働けるから安心してね！　絶対に！」

　どうしてそこまで念を押してくれるのかはわからなかったが、確かにそこで働ければ今の家で孤独と貧しさと寒さに耐えることはなくなるのだろう。というより、子どもである私に選択肢などなかったのだ。こんな子ども一人では厳しい土地ではすぐに死ぬだろう。私は両親の分までしっかり生きていかなければと己を奮起した。

「私、がんばります！　ちゃんと雇ってもらえるかはわかりませんが……」

「絶対大丈夫！　えっと、なんでかと言うと……親戚が紹介状を作ってくれるはずだから面接とかもないはずだし……。まあ、とにかく大丈夫だから！」

「そっか。領主様がいちいちメイドの面接なんてしませんものね。何から何までお世話になってすみません。ありがとうございます」

　母が亡くなった悲しみを忘れるように家の片付けを行った。同僚のおばさんも手伝いにきてくれ、小さな家で元々あまり物はなかったため雪が溶けかけてきた頃には片付けも終わり、私は領主様であるヴァレンス伯爵家へと赴いた。

　そこで出会ったのは、黒い髪の隙間からどこか懐かしい深い青の瞳を覗かせる、冷たい表情の中に優しさを持ち合わせた伯爵令息様だった。

　それは私が十二歳の春の頃だった。




　＊　＊　＊




「っん……」

（頭、撫でられてる……気持ちいい、あったかい。いい匂い）

「起きた？　ミレーナ」

　心地よい低声が優しく囁いた。ピッタリと体を寄せ合うように眠っていたようですごく温かい。まだ微睡む頭をゆっくり上げて瞼を開けると、眩しい銀色がまっさきに目に入った。

「……ユキ……？」

「──え？」

　寝ぼけた頭で見たクロード様の髪色が、かつての私の心の支えだった優しい犬に見えて思わず呟いた。

「……クロード様は、獣の姿には……なれるんですか？」

「起き抜けにどうしたの？　フフッ。寝ぼけてて可愛い。僕は獣の姿にはなれないよ。安心した？」

（むしろちょっとガッカリしたって言ったら怒るかな？　ユキとクロード様はもしかしたら……なんて思ったけどそんなことあるわけないよね）

　ようやく覚醒してきた頭で銀髪獣耳のクロード様を見て、昨日の自分の告白や散々啼かされたことを急速に思い出し、一気に顔が赤くなったことを自覚した。

「急に赤くなってどうしたの？　……昨日のこと、思い出しちゃった？」

「っ！　ち、ちがっ……」

「あっ、待って、動かれると……。──ねぇミレーナ。これ、わかる？」

　そう言ってクロード様が少し腰を動かすと、私の脚の間に何かが挟まっていたようで、その熱い何かが自分の秘蕾を擦るように動いた。

（っていうかガウンは着てるけどその下に何も着ていない‼　しかもガウン結構はだけてる！　っていうかこのガウンを着た覚えがない！）

「っんぁ！　え？　……な、なに？」

「可愛い声。朝から感じるなんてご主人様はやらしいなぁ。あ、濡れてきた」

　布団の下からクチュッという水音が微かにだが確かに聞こえた。その音で急に体が熱くなったように感じ、思わず腰を引いてしまった。

「きゃっ！」

　だがお尻を捕まれ強く引き寄せられ、引いてしまった腰はすぐに戻された。

「だぁめ。もっとくっついて。ほら、肌が触れ合ってあったかくて気持ちいいでしょ？」

「ぁっ、でも……あ、朝なのに、こんな……」

「初めてシたときも朝だったよ？　明るいからミレーナの全部がハッキリ見えるし僕は朝のほうが好きだな」

「で、でもクロード様のお仕事が……」

「まだ明け方だし、君を愛する時間はあるよ。ね、ミレーナ。一晩我慢した僕にご褒美くれる？」

「ご……ぼう……び……」

　その意味をわからないわけではなく恥ずかしくて、目の前にある逞しい胸に顔を埋めた。すると何が嬉しいのか、フフッと笑いながら何度も頭頂部にリップ音を鳴らしてキスをされている。

「じゃあこのまま僕を挟んでいて？　僕が付けた印がついた太ももに挟まれているって思うだけで出ちゃいそうだから」

「も、もう……恥ずかしいことをっ！」

　僅かに顔を上げると、すぐさま額に唇が落とされた。

「僕の言動に君があんまり可愛く反応してくれるから意地悪しちゃうんだ。ごめんね？　こんな僕のこと嫌いになる？　ご主人様」

　目を合わせると私が弱いことを恐らくわかっている、眉も獣耳も垂れ下がった子犬モードになっている。狡い。ほんと狡い。でもクロード様に甘やかに意地悪されることに喜んでいる。それがまた悔しい。

　私の渦巻く感情を悟られたくなくて、またクロード様の胸に顔を埋めた。

「き、嫌いになんて、なりませんっ！　……す、好き……だから……だから！　このままっ、ご褒美に、っ、は、挟んであげます！」

（あれ、なんだかすごく上からの言い方になっちゃった！　失敗した！）

　焦っている私とは対照的に、「ハハッ！」と楽しそうな声が聞こえた。

「ありがとうございます。僕のご主人様」

　そのままクロード様の大きいものを挟んでいると、淫靡な状態に私のソコは湿り気を増し、規則正しく動く腰の動きに秘蕾が擦れ、あられもない声が出てしまう。結局、執務が始まるまでの時間愛し合ったのは言うまでもない……。








十八　イイエ、ナニモ






　思いが通じ合ってからは、以前よりもクロード様の雰囲気が優しくなったように感じる。そう思うのは私だけでなく、使用人のみんなも思っていたようでリズからクールな表情ではあるが感謝された。

『あの日、奥様が旦那様のお部屋に行かなければ屋敷内の空気は今頃冷え切ったものになっていたでしょう。己の英断も賞賛したいところですが、奥様、本当にありがとうございます』

（屋敷内はいつも温かくしてくれているはずだけどな？）

　などと思ったが、まあみんなが喜んでくれているのなら何よりだ。

　ほとんどの使用人はクロード様が私に思いを寄せているのを重々承知していたようで、みんながいる前でクールな表情ではあるが平然と私の腰を抱いたり、額にキスをすることに対して特に何も思わないような、むしろ温かい目で見守っててくれている。……それが逆にいたたまれないのだけどなぁ。




　＊　＊　＊




　ノーセルトに本格的な冬がやってきて、窓から見る景色は一面の銀世界になった。

　あの日以降、私は個人寝室で眠ることはなく、夫婦の寝室で一緒に寝ている。そのため、まぁそういうことをするのだが、私としてしまうとどうしてもクロード様の髪が地毛に戻ってしまう。毎日黒髪にする薬を服用させるのは体のことを思うと気が引けたので、きっぱりと断ることも多い。

　この世の終わりのように悲しむクロード様を見るのは少し可哀想にも思うのだが、お体のためだ。あと単純に、私の体がもたない。事に及んでしまうとクロード様は萎えることなく何度も何度も精を出し、私の体は作り変えられたかのように何度も何度も潮を噴いてしまうのだった。

　先日も、渡すと約束していたハンカチの刺繍ができ上がったため、二人きりのときにあげるととても喜んでくれて……その場で襲われた。まぁ、ここまでは予想していたんだけれども……。いつもの通り、いろんな液体で私の体が濡れてしまったため、あげたハンカチで丁寧に隈なく体を拭かれてしまった。そしてその濡れたハンカチを大切そうにいつも着ているジャケットのポケットにしまっていたのだけれど、あれは洗ってくれたのだろうか……。




　最近では、クロード様の要望で、執務中に必ず一日一回はお茶を持っていくことが決まりになっている。今日もティーワゴンで自分の分も含めて三人分を用意して部屋に向かい、ノックをしようとするとその前にカチャリとドアが開いた。

「ルシカ様っ」

「奥様、いつもお手数をおかけして申し訳ございません。ささ、廊下は寒いですからどうぞ中に」

　入室を促され、ティーワゴンの持ち手を奪われてしまった。ルシカ様に対してはどうしても「様」呼びが抜けず、このままの呼び方を許してもらっている。本当は呼び捨てにしないといけないのだが。

「旦那様は少し席を外しておりますので先に二人でお茶にしてしまいましょう」

「外出ですか？　もう外はすっかり寒いのに」

「問題ありませんよ。我が主は獣人ですから寒さにも強い」

　当たり前のようにクロード様のことを獣人というルシカ様からは蔑みなどはなくて、むしろ親しみというか友情のようなものを感じる。

「クロード様とルシカ様は騎士学校で同級生だったんですよね。昔から仲がよろしかったのですか？」

　ルシカ様が淹れてくれたお茶を飲みながら尋ねた。

「いや、まったく。旦那様は今はだいぶ丸くなりましたけど学生時代はそりゃあもう尖ってましたからね。全然人を寄せ付けませんでしたよ。近付く者全員殺す！　みたいな雰囲気が漂っていました」

「そうなんですか。今は本当にお優しいから想像がつきませんね」

「いや、それは奥様の前だけ……」

　フフッと笑っていた私にはボソッと呟いたルシカ様の声はよく聞こえなかった。

「お二人はどうやって仲よくなったのですか？」

「別に仲がいいというわけではないのですがね。たまたま私と旦那様は同じ班で部屋も隣室でしてね。それで旦那様を知っていく中で、自分の主にしたいと思い、私が付きまとっていただけなんです。実家は子爵家なんですが、私は三男でゆくゆくは兄の補佐をするか騎士の道を進む予定だったんです。ただ実家は……まあ、あんまりいい家とはお世辞にも言えず戻りたくなくて。でも騎士の道は才能……というか気が進まず、そちらも嫌だったんです」

「ではどうして騎士学校に？」

「十二歳から十八歳まで割と長く宿舎で暮らせるからです。寄宿学校ですと二年制しかありませんからね。通った学校は貴族も多くいる学校でしたから、そこで自分の主を決めてその方に付き従おうと考えたんです。それが旦那様だったというわけです」

　終始あっけらかんと話してくれたルシカ様は優雅に自分が淹れた紅茶に口を付けた。

「どうしてクロード様を選ばれたのですか？」

「先ほども申した通り、当時、旦那様はとにかく怖い雰囲気だったのですが、一回生の時の夏季休暇を終えたあとからほんの少し雰囲気が和らぎましてね。それでちょっと近寄ってみたときに獣人だと知って興味が湧いたわけですよ。ヴァレンス家は名門ですからそれ以前から少し声もかけていましたしね。まあそのような感じです。お恥ずかしい話ですがね」

「お話してくださってありがとうございます。クロード様はその夏季休暇で何があったのでしょうか？」

「……それはあとになって聞いたんですが……旦那様がストーカーの道に進む始まりだったわけですが……」

「え？　スト……？」

「いえ、なんでもございません！　……ぅげ」

　ルシカ様が何かごまかすようにいつもの笑みを浮かべてから、苦虫を噛み潰したような顔をした。っと思ったら背後から逞しい腕が伸びてきてそのまま私を抱きしめた。

「ひゃっ！」

「ミレーナ。夫の僕を差し置いて、こんな男と二人でお茶をするなんていけないな」

「ク、クロード様っ」

　私の後頭部にキスをしたかと思えば、スゥーーっという音が聞こえてきた。また匂いを嗅がれているようで恥ずかしい……というかルシカ様の前なのにっ！

「こんな男ってなんですか。私は旦那様の命令で犯罪スレスレの行いをどんな気持ちでやってきたかと……」

「何か言ったか」

「……イイエ、ナニモ」

（犯罪？　もしや伯爵位ともなると秘密裏にそのようなことをしないといけないのだろうか？）

　途端に不安になり、振り返ってクロード様を見つめると、蕩けるような甘い表情で私を見つめてくれる。

「どうしたの？　ミレーナ。ルシカに何か言われた？　こいつを処分しようか？」

「ち、違います！　あ、あの……お仕事についてはあまり口を出しませんが、犯罪とか危ないことはしないでほしいです……。クロード様もルシカ様も安全に過ごしてほしいです」

　暗い表情をする私に対してクロード様の甘い表情はさらに甘くなって、私の頬と唇に間髪入れずにキスをした。

「っ！」

「僕のご主人様は優しいな。大丈夫。危ないことなんてしてないよ？　それにルシカのことなんて君は気にしなくていいよ。ミレーナは僕のことだけ見つめていて？」

　私を抱きしめる力を強め、首元に顔を埋めたかと思うとまたスゥーーっという音がする。ルシカ様が目の前にいるのにこんなふうにされることが恥ずかしくて、腕から逃れようと身じろぎするがガッチリ掴まれてまったく動けない。

「旦那様……私、退室していいでしょうか……」

「なんだおまえ、まだいたのか」

「ひどい」

　向かいの席で遠い目をしたルシカ様は存在を消すように静かに退室すると、クロード様は私の隣に腰掛け、息ができないほどのキスをして私を甘く苦しめるのであった。








十九　秘密の話①






　ヴァレンス伯爵家で働く者は若い者が多い。

　だが、私がここに働き始めたときは高齢な者が多くいた、と思う。

　曖昧な言い方になってしまうのは、高齢な使用人とは接する機会が皆無だったからである。高齢な者たちはこぞって前ヴァレンス伯爵に仕えていて、広い屋敷内で会うことはまったくなかった。食事も違えばそもそも住む場所も違った。それはリズや今働いている人たちも同様だったようで、みんなあまりその人たちのことを知らない。

　そして、その人たちは前ヴァレンス伯爵が儚くなられたあと、全員がこの屋敷を出ていってしまった。

　このことが「現ヴァレンス伯爵が多くの使用人を一掃した」という噂を作ってしまったのだ。

　今や何故使用人が一斉にいなくなったのかを知っているのはクロード様本人を含めたほんの数名のみである。




　＊　＊　＊




　伯爵夫人としての日々が日常となってきた今日この頃、本日は歴史を勉強する日だ。

　歴史だけはルシカ様が教えてくれる。忙しい中で私に時間を割いてもらうのは申し訳ないのだがルシカ様曰く、ずっと男二人で部屋の中にいると息が詰まるから私に教える日はいい息抜きになるとのことで、優しい御方だ。

　今日も授業の大筋が終わると、私はずっと聞きたいと思っていたことを尋ねた。

「ルシカ様は獣人のことってどのくらいご存知ですか？」

「獣人のこと、ですか？」

「はい」

　私は獣人のことを僅かしか知らない。この家にもそれらしい本は置いておらず詳しく知ることは叶わなかった。故に何故あそこまでクロード様が隠したがっていたのか、己を卑下しているのかを知ることができないでいた。

「実を申しますと、獣人のことについては旦那様からは教えなくてもいいと言われているのです。それに純粋な獣人はもういない。旦那様のように血を宿している者は他にいるかもしれませんが、ごく少数と言っていいでしょう。なので獣人について知らなくても恥にはなりません」

「でも、私はっ」

「ですが個人的には知っていてほしいと思っています。それが旦那様のご意向ではなかったとしても」

　クロード様が私に聞かせたくなく、ルシカ様も訝しい表情で話すこの話題はきっと聞いていて気持ちのいいものではないのだろう。

　この結婚生活を送ってみてわかるのは、クロード様は徹底して私に綺麗なものしか見せない、ということだ。ハプニングで獣人であることはバレてしまったが、その他の大変なところも煩わしいところも全て取り払って私に見せているように感じるし、何より何かを隠していることもわかっていた。

　たぶん私は端から見たらお飾りのような伯爵夫人だ。

　でもクロード様にとって、今の私が理想的なのであろう。私には綺麗なものだけを見せて、ただクロード様の傍にいれさえすればいい。──でもそんなことでいいのだろうか。

（何よりも、どうしてあそこまで己を卑下するのか知りたい）

　平民から伯爵夫人となったシンデレラストーリーのような私だからこそ、様々なものを知っておかなければ他の者に嘲笑われるのはクロード様自身なのだ。

　なのに、それを阻害している張本人が夫であるクロード様なのはなんだか皮肉な話だ。

「知りたいのです。ルシカ様。どうか教えてください。クロード様には私からお話してお叱りを受けます。決してあなたを責めることのないようにお伝えしますから」

　ルシカ様は寸秒思案している表情を浮かべたあと、私にまっすぐ目を向けた。

「これからお話するのは私が独自に調べたものと旦那様から少し聞いたもので、基本的には私の主観でお話することになります。なので歴史書のような客観的なものではないことを予めご了承いただきたい」

「わかりました」

　居住まいを正してルシカ様は私をまっすぐ見つめた。

「獣人の身分が低い、というこはご存知ですよね？」

「えぇ」

「元々この国には奴隷制度はありませんでしたが、獣人に関しては別だったそうです。純血の獣人は耳も尾も隠すことなどできず、獣の姿が基本形態だったそうです。つまりは『人間』が『獣』になれる、というわけではなく『獣』が『人間のようなもの』になれると人々は考えた。これは似て非なるものです。元々が『人間』であると考えれば奴隷のような扱いに抵抗感もあったはずです。だが『獣』だと思ってしまえば馬や牛と一緒。つまり奴隷という意識もなく、本当に家畜のように扱われていたそうです」

　言っていることはなんとなくわかる。要は最初の導入の問題なのだろう。『人間』から入って接するのか『獣』から入ってそうするのかの違いだ。そして歴史的には後者だったのだろう。

「獣人は子を成すことがなかなか難しいそうで、そもそも数が少なかった。そして彼らは獣の姿にもなれるし、その状態で話すことはできないが人間の言っていることも理解できる。そして獣人の姿となれば細かい作業もできる。故に一生家畜のような生活を余儀なくされたそうです。……当たり前ですがそれを善しとする者などいなく、獣人たちの反逆が始まりました」

「反逆……」

「だがそれは反逆というにはあまりに無残に終わりました。個々に強靭な体を持つ彼らも多勢に無勢。統制も武力も持っていなかった彼らは、その戦いで多くの者が命を散らしたと聞きます。そして生き残った者はそれまでよりもさらに劣悪な状況で生きることを余儀なくされ、繁殖することも禁じられ、絶滅してしまった……」

　一気に話してくれたルシカ様は、先に言った主観的な物言いではなく、あくまで客観的に話してくれているように思う。まっすぐに私を見つめ、いつもの歴史の授業のように淡々と。

　だけど少し目線を落として、寸秒の静寂があった。

「ここからは旦那様のお話です。どうか奥様、このお話を聞いてもあの御方へのお気持ちを変えないでいただきたい。ご自身が今、あの方を思うお気持ちを強く思っていただきたい」








二十　秘密の話②






「人の過去を、ましてや主の過去をこの世で一番大切に思われている方にお伝えする私はきっと仕える者として失格でしょう。ですが奥様、貴女様であれば受け止めてくださると身勝手に思う私をお許しくださいませ」

　悲痛ともとれる表情で丁寧に話すその姿に、私は困惑するどころかどんどん頭が冴えて冷静になっていくのを感じた。

「ルシカ様が自白するのではありません。私が命じ、あなたはそれに従っているだけのこと。あなたはクロード様の命令が第一であっても、あの方のためにならないと思えばそれに逆らう私見もお持ちでしょう。あなたは私に知ってほしいと言った。それがクロード様の利になるとのお考えなのでしょう」

　私の言葉に少し眩しそうに目を細めて見つめられた。その目が一瞬で何かを決意したように見えた。

　ルシカ様は座っていたソファから立ち上がり、その場に跪き右手を左胸に添えた。

「出過ぎたことを申しまして大変失礼を致しました。奥様のおっしゃる通りでございます」

「頭をお上げください。ルシカ様が不安に思われることも当然です。私はある日突然あの方の妻になったんですもの。私のことを受け入れることはできても信じることができないのは当然だわ」

「いいえ、貴女様は紛うことなきヴァレンス伯爵夫人でございます。私の愚した思いを一蹴していただき、ありがとうございます」

　ルシカ様にまたソファに掛けるように伝え、先ほどと同じ姿勢に戻った。

「旦那様は元々この屋敷で生まれたわけではなく、この屋敷に来たのは七歳の頃であったそうです」

「では、養子でここに来たということですか？」

「いえ、あの方は間違いなく亡くなられた大旦那様の実子です。……旦那様はそれまで娼館にいたそうなのです」

「ショウカン、というのは、その……そういう？」

「ええ、奥様が想像されているものです。私自身も旦那様がそこでどういう生活を送られていたのかまではわかりかねます。そして旦那様の母親はその娼館で働く娼婦だったのです。その娼婦が獣人であった」

「っ……」

──何故か私は今までずっと、前ヴァレンス伯爵が獣人であると勝手ながら思っていた。それを貴族社会で隠していたと思い込んでいたが、事実は違った。

　そうなるとヴァレンス家は「獣人の息子」と「その母親は娼婦」という秘密を一気に持ってしまったことになる。

「その母親たる者はヴァレンス家に突如現れ、大旦那様の醜聞をネタに強請り大量の金銭を要求し、旦那様をここに置いて現在は消息不明です。その際、ここでの秘密事項は一切口外しない契りを結んでいます。獣人との交わり自体が禁止されている昨今で、まさかヴァレンス家当主がそれを犯すなど外に漏らすわけにはいかないために法外な金銭要求にも応じたそうです」

「じゃ、じゃあクロード様はお母様に、その、売られた……ということですか？」

「そうです。娼館から一転して伯爵家での暮らしとはなりましたが、ここでの生活もあまりいいものではなかったと昔伺いました。事実、十二のときに騎士学校で初めて会った旦那様は誰よりも背が低く誰よりも細かった」

　今のクロード様のお姿からはまったく想像はできない。私が今まで見てきた中でクロード様より大きい男性を見たことがないし、腕や胸板もその逞しさが窺える。ルシカ様も十分大きいけれどクロード様のほうが僅かに大きいだろう。

「ヴァレンス家は北の名家であることから代々騎士学校に通うことが慣例なのですが、入学したことは旦那様にとってはよいことでしかなかったのでしょう。己を害する者たちからも離れることができますし、それに……」

「それに？」

　僅かに言いよどむルシカ様の言葉を促した。

「学生時代、旦那様が漏らしていたことなのですが、……もしかしたら在学中に死ねるかもしれないよな、とおっしゃっていたんです」

「え……」

「今の時代は滅多にないのですが、戦争や内乱が起こると騎士学校の学生も駆り出されることがあるのです。実際、大きい争い事は在学中にはありませんでしたが、小競り合い程度のものに何度か駆り出されもしました。昔はそれによって命を落とす学生も多かったそうです」

　膝の上で指が白くなるほど強く拳を握っていることに、手に食い込む爪の痛みで気がついた。

（クロード様は死にたいと思っていたのね……）

「旦那様がどうしてそのようになるまで追い詰められていたのか、それは娼館での生活と騎士学校に入るまでのここでの生活が、自己肯定感をことごとく潰されていくものであったのでしょう。伯爵家に迎え入れられたというのに、何故そうされたのか、それはひとえに旦那様が『獣人の血を引く者』だったからです。たとえ跡取りであろうが大旦那様はもちろん、古参の使用人たちは獣人に従うことはできなかったのだと思います」

「でもクロード様は獣の姿にはなれないし、尾も出ないと言っていたわ。出てしまうのは耳と銀髪だけでそれは隠していたのでしょう？　それなら人間と変わらないのに、なんでっ……」

「彼らが奥様のような御心を持っていればどんなによかったでしょうか。旦那様は恐らく当初から髪色変化の薬は服用されていたんだろうと思います。ですが彼らにとって、地毛が銀髪ということと獣人の血が入っているということが、嫌悪と侮蔑の対象になっていたのだと思います」

「血と髪……、獣人だからって……」

「現在の旦那様はもう獣姿にもなれないし尾も出ない。人と違うところは髪と耳ぐらいですが旦那様はそうは思っておられないでしょう」

「もう、って……？」

　ルシカ様は今までで一番悲痛な顔を浮かべて言葉を続ける。

「血が薄いために獣人姿を偽ることができた旦那様は、それまで本能的に自分が獣姿になれることも獣人姿になれることも誰にも見せてはいけないと感じていたのでしょう。だが、ある日バレてしまったのです。その姿になれることを、大旦那様に……」

「……え？　待って、獣姿になれるって……」

「大旦那様は旦那様のことを獣人が故の髪色をした者と思っていただけで獣人、ましてや獣姿になれるとは思っていなかった。ただ旦那様が夏季休暇で帰省されているときにバレてしまったのです。それで大旦那様は、旦那様の獣人の証でもある尾を麻酔も無しに切られたのです……」








二十一　秘密の話③






「尾を切った……？　な、何故……」

「これは私の推測ですが、尾というものは人間にはないものです。つまりそれが一番獣人を感じさせるものであるし、人間にはないものであるからこそ悍ましい。大旦那様はそう思われたのだと思います」

「おぞまっ……そんな……しかも、麻酔も無しだなんてっ」

　どんなに痛かっただろう。どんなに辛かっただろう。そう思うと自分を強く抱きしめるように腕を抱いた。

「旦那様は尾を切られたショックで、一週間高熱を出して生死の境をさまよったそうです。そして結果としてそのことがきっかけで、旦那様は獣姿になることはできなくなりました。旦那様は熱に浮かされながらも、なんとか獣人姿になることを抑えていました。もしそうなったら今度はどこを切られるか、火を見るより明らかです」

「どうしてそんな……だってクロード様は跡継ぎなのに」

「ええ、跡継ぎだからこそ殺しはしなかった。当時すでに高齢で病弱であった大旦那様の実子は旦那様ただ一人。『ヴァレンスの紺碧』を受け継ぐ唯一の跡取りです。それ故に、それ以降旦那様に危害を加えることはなくなりました」

　パタパタッと己を抱きしめる腕に小さな水滴が玉となり、すぐに流れた。それを見て自分が泣いていることに気付いた。

（今、私が泣いても何にもならないというのに……）

　泣いている自分が悔しくて苛立って、さらに涙が溢れた。




　獣姿になれたクロード様……夏季休暇でそれがバレた……。




　これを聞いた時からドクンドクンと心臓が肥大したかのように鼓動がうるさい。涙を流す目元はこんなに熱いのに、背筋に冷たい汗が流れ、喉が異常に渇く。

「どうして……どうしてバレてしまったのですか……？」

　答えを聞きたいような、聞きたくないような質問が意図せず口から零れた。

　私の質問にルシカ様は答えない。変わらない悲痛な表情を俯かせたままだ。

「ねぇ……どうして……？」

　ルシカ様は答えない。

「じゃあ、これだけは答えて。尾を、切られたのは、いつの話……？　何年前の話なの……？」

──ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　心臓がうるさくて自分の声すら聞き取りづらい。

「ねぇ、ルシカ……答えて」

　言いにくそうにしながらもルシカは私をまっすぐに見つめた。

「八年前です。騎士学校の夏季休暇で、皆実家に帰っている頃です」

　その言葉に喉の奥からヒュッと音が鳴った。

　自分の上半身を残して、下半身だけが奈落に落ちてしまったような、足元が覚束ない感覚に襲われた。

　わかった。……わかってしまった。告白した日の朝に思ったことは当たっていたのだ。




──クロード様はユキだ。




　騎士学校の夏季休暇で帰省されたときに獣姿であの小屋へと訪れたのだ。だからユキは夏しか来てくれなかったんだ。一日中あそこにいたのは家にいたくなかったため？　私が毎日、「明日も来てね」と言ったから……？

　八年前、私が十歳のときに急に来てくれなくなったのは、それ以降姿を現さなかったのは……。

「そこまでだ」

　ハッと顔を上げると、黒髪の御仁が見惚れるようなスタイルの体を入口の扉に寄りかかるようにして立っていた。

　その青く燃えた憤激の目をしているのはもちろん、クロード様だった。
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